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lこ

あ

た

り

池
田
市
は
極
め
て
古
い
歴
史
を
も
っ
た
都
市
で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
市
内
に
は
我
が
国
の
考
古
学
上
、
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
古
墳
が

数
個
所
に
残
存
し
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
に
報
告
し
ま
す
茶
臼
山
古
墳
は
そ
の

一
つ
で
あ
り
ま
す
が
、
時
代
の
進
展
と
共
に
本
市
も
近
代
文
化
都
市
と
し
て
、
最
近
非
常
な
発
展

を
見
る
に
い
た
り
、
五
月
山
住
宅
団
地
造
成
を
機
に
市
史
編
集
事
業
の

一
環
と
し
て
発
堀
調
査
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
祖
先
の
偉
業
を
伝
え

る
文
化
財
は
住
民
に
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
と
郷
土
愛
の
心
情
を
育
て
ま
す
。
こ
の
古
墳
は
五
月
山
公
団
住
宅
街
の
中
央
に
、
今
も
な
お

一
六
〇

〇
年
前
の
美
し
い
姿
を
横
た
え
て
お
り
ま
す
。

先
に
発
刊
し
ま
し
た
池
田
市
史
各
説
編
に
掲
載
す
る
予
定
の
と
こ
ろ
、
諸
般
の
事
情
で
延
引
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
発
堀
調
査
結

果
を
報
告
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
よ
ろ
こ
ん
で
い
ま
す
。

お
わ
り
に
発
堀
調
査
か
ら
発
刊
ま
で
、
非
常
な
努
力
を
お
か
け
し
た
市
史
編
纂
委
員
長
故
江
坂
長
四
郎
先
生
、
委
員
鈴
木
祥
造
先
生
、
御
助

言
い
た
だ
い
た
京
都
大
学
小
林
行
雄
博
士
、
な
ら
び
に
直
接
調
査
に
当
ら
れ
た
堅
田
　
直
先
生
、
及
び
関
係
の
諸
先
生
に
篤
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
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茶
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古
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古
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０
　
０
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０
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み
た
前
方

部
北
側
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び
れ
部

（
堅
田
写
真
）

天
丼
石
と
石
室
上
面
の
実
測
図

谷水
野

・
田
代

・
西
谷
実
測
、
水
野
製
図
）

石
室
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部
構
造
の
実
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図
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代
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実
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０
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０
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②
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ら
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1ま

じ

め

に

池
田
市
茶
臼
山
古
墳
を
ふ
く
む
丘
陵
地
帯
が
、
日
本
住
宅
公
団
に
よ
っ
て
買
収
さ
れ
、
住
宅
公
団
五
月
丘
住
宅
建
設
用
地
に
な
っ
た
の
は
、

昭
和
三
二
年
の
は
じ
め
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
結
果
と
し
て
、
連
日
、
土
木
機
械
を
も

っ
て
山
を
削
り
、
谷
を
埋
立
て
る
と
い
う
大
土
木
工
事
が
開
始
せ
ら
れ
た
。
工
事
は
つ
い
に
、

茶
日
山
古
墳
の
麓
に
ま
で
達
し
、
し
か
も
、
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
の
誘
導
道
路
も
出
来
上
っ
て
、
あ
と
は

一
挙
に
破
壊
す
る
ま
で
と
い
う
最
悪
の
情

勢
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
知
っ
た
地
元
の
有
志
は
、
集
ま
っ
て
茶
臼
山
古
墳
の
保
存
運
動
を
展
開
し
た
。
幸
い
に
し
て
住
宅
公
団
当
局
は
、

文
化
財
保
護
の
精
神
を
充
分
に
理
解
さ
れ
、　
マ
ス
タ
ー
・
プ
ラ
ン
を
変
更
し
、
茶
臼
山
古
墳
を
現
状
の
ま
ま
団
地
内
の
中
央
公
園
と
し
て
、
保

存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
当
局
者
の
英
断
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
ラこ
の
古
墳
を
あ
く
ま
で
保
存

し
よ
う
と
し
た
人
々
の
熱
意
と
、
そ
の
方
法
も
ま
た
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
後
円
部
墳
頂
は
、
か
つ
て
畠
に
使
用
さ
れ
た
時
期
も
あ

っ
て
、
封
上
の
流
出
が
、
は
な
は
だ
し
く
、
天
丼
石
の

一
部
が
露
出
す
る

と
い
う
状
態
で
、
し
か
も
、
過
去
数
回
に
わ
た
る
盗
掘
の
た
め
、
遺
物
は
、
完
全
に
持
去
ち
れ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
、
期
待
す
る
と
こ
ろ
は
な

か

っ
た
が
、
古
墳
の
主
体
部
で
あ
る
石
室
は
、
相
当
破
壊
さ
れ
て
い
る
が
、
な
お
、
遺
特
そ
の
も
の
が
遺
存
す
る
も
の
と
考
え
、
保
存
工
事
と

あ
わ
せ
て
、
主
体
部
で
あ
る
石
室
の
築
造
過
程
、
お
よ
び
、
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
主
目
的
と
し
て
、
池
田
市
史
編
纂
委
員
会
が
茶
臼

山
古
墳
を
発
掘
調
査
す
る
こ
と
に
踏
切
っ
た
の
で
あ
る
。

発
掘
調
査
は
、
池
田
市
史
編
纂
委
員
長
で
あ
っ
た
、
大
阪
学
芸
大
学
江
坂
長
四
郎
氏
を
団
長
と
し
、
京
都
大
学
文
学
部
考
古
学
教
室
小
林
行

一

は

じ

め

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一



二

芥
田
山
古
墳
の
研
究

雄
偉
士
を
顧
間
と
し
て
、
大
阪
学
芸
大
学
鈴
木
祥
造
氏
が
責
任
者
と
な
り
、
当
時
、
同
志
社
大
学
大
学
院
博
士
課
程
に
在
学
中
の
堅
田
直
が
発

掘
担
当
者
と
な
っ
て
施
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
よ
っ
て
、
昭
和
三
二
年
六
月
二
三
日
、
文
化
財
保
護
委
員
会
に
曜
出
て
、
七
堀
三

一
日
に
そ

の
承
認
を
得
た
の
で
、
次
の
と
お
り
調
査
団
を
編
成
し
て
、
こ
れ
に
当
る
こ
と
に
な
っ
た
。

池
田
市
茶
臼
山
古
墳
調
査
団

顧
　
　
　
問

団
　
　
　
長

調
査
責
任
者

調
　
査
　
Ｂ貝

西 官 田 水 吹 寺 佐 上 宮 堅 鈴 江 小

谷 森 代 野 角 内 野 孟 崎 田 木 坂 林

正 克 正 隆 勝  雅 祥 長 行
四

正 勝 己 好 光 彦 輝 一 寛 直 造 郎 雄

（
京
都
大
学
文
学
部
）

０
死
大
阪
学
芸
大
学
）

（
大
阪
学
芸
大
学
）

（
大
阪
信
愛
女
学
院
短
期
大
学
）

（
尼
崎
市
城
南
高
等
学
校
）

（
大
阪
市
立
加
美
小
学
校
）

（
大
阪
市
立
大
江
小
学
校
）

（
大
阪
市
立
生
魂
小
学
校
）

（
大
阪
市
立
住
吉
小
学
校
）

（
滋
賀
県
教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
課
）

（
大
阪
府
教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
課
）

（
道
立
美
幌
高
等
学
校
）

（
高
槻
市
史
編
纂
委
員
）
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発
掘
調
査
は
、
昭
和
三
二
年
八
月
四
日
か
ら
八
月
二
七
日
ま
で
二

一
日
間
に
わ
た
っ
て
行
な
っ
た
。
そ
の
期
間
中
、
北
豊
島
中
学
校
富
田
好

久
氏
を
は
じ
め
、
地
元
の
渋
谷
高
等
学
校
、
池
田
高
等
学
校
、
池
田
中
学
校
、
北
豊
島
中
学
校
等
の
生
徒
諸
君
が
連
日
炎
天
の
も
と
発
掘
に
参

加
し
調
査
員
を
助
け
て
よ
く
協
力
さ
れ
た
こ
と
は
、　
一
同
深
く
感
謝
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
発
掘
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
市
教
育
研

究
所
小
伏
輝
男
氏
、
池
田
市
都
市
計
画
課
長
安
部
弥
助
氏
が
た
え
ず
、
資
材
、
は
て
は
調
査
員
の
健
康
に
至
る
ま
で
配
慮
さ
れ
た
こ
と
に
対
す

る
感
謝
は
、
ま
た
調
査
員
と
し
て
忘
れ
得
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。
な
お
、
調
査
後
、
小
林
行
雄
、
鈴
木
祥
造
両
氏
か
ら
は
適
切
な
る
指
導
を
戴

い
た
こ
と
を
は
じ
め
と
し
、
水
野
正
好
氏
に
は
石
室
実
測
図
の
整
理
、
田
代
克
己
氏
は
土
師
器

。
埴
輪
等
の
復
原
に
、
上
野
山
雅

一
氏
は
写
真

の
整
理

・
製
図
そ
の
他
に
、
種
々
協
力
せ
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
石
室
用
材
の
鑑
定
に
、
大
阪
学
芸
大
学
赤
塚
久
兵
衛
氏
を
、
赤
色
物
質
の
分

析
に
は
、
大
阪
大
学
産
業
科
学
研
究
所
藤
野
卓
三
氏
を
わ
ず
ら
わ
し
協
力
を
戴
い
た
こ
と
に
対
し
て
深
く
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
ｃ

の

位

〔
図
版
第

一
〕

①

池
田
市
茶
臼
山
古
墳
は
、
池
田
市
上
池
田
町
に
あ
る
。

池
田
市
は
、
大
阪
平
野
の
北
西
部
、
北
摂
山
地
の
南
端
、
五
月
山
の
南
麓
に
あ

っ
て
、
猪
名
川
の
渓
□
部
の
東
岸
を
し
め
て
い
る
っ
こ
の
五

Ｄ

月
山
は
、
地
質
学
的
に
は
箕
面
山
脈
に
続
い
て
老
坂
高
地
に
達
し
、
さ
ら
に
、
丹
波
高
原
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
二
月
山
の
前
面
に

は
五
月
山
丘
陵
と
よ
ば
れ
る
決
積
丘
陵
が
あ
っ
て
、
東
南
の
千
里
山
丘
陵
に
接
続
し
て
、
あ
た
か
も
、
北
摂
山
地
の
麓
を
は
か
ま
を
め
ぐ
ら
し

た
よ
う
に
発
達
し
て
い
る
。
茶
臼
山
古
墳
は
、
こ
の
五
月
山
丘
陵
の
鞍
部
に
位
置
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
地
理
調
査
所
の
二
万
五
千
分
の

一
の
地
図

「
伊
丹
」
図
幅
を
拡
げ
て
く
わ
し
く
み
る
と

（第
１
図
）
古
墳
の
位
置
は
、
京
阪
神
急
行

二

古

墳

Ｄ

位

置

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一二



註

茶
日
山
古
墳
の
研
究

第 1図 池田市茶国山古墳周辺地図 (縮尺二万五千分の一)

四

電
鉄

（
宝
塚
線
）
の
「
池
田
駅
」
か
ら
北
東
位
約

一
粁
弱
に
あ
る
市
立
池

田
中
学
校

（池
田
市
ｉ
池
田
町
）所
在
）
の
東
北
隅
に
、
北
西
位
の
方
同
に

走
る
五
月
山
丘
陵
の
支
丘
の
鞍
部

（軽
口向
約
九
〇
米
）
に
あ
た
る
。
ち
な

み
に
、
大
阪
「
梅
田
駅
」
か
ら
阪
急
宝
塚
線
に
乗

っ
て
、
摂
津
平
野
を
西

に
臨
み
丘
陵
沿
い
に
北
西
に
走
る
と
し
よ
う
Ｄ
電
車
が
や
が
て

「
池
田

駅
生
に
さ
し
か
か
る
こ
ろ
、
車
窓
の
右
側
に
、
池
田
市
の
北
方
に
障
壁

の
よ
う
に
釜
え
立
つ
山
塊
を
背
景
と
し
て
、
赤
茶
け
た
地
肌
も
む
き
出

し
の
低
い
丘
陵
が
望
ま
れ
、
そ
こ
に
林
立
す
る
公
団
住
宅
の
鉄
筋
四
階

建
の
ア
パ
ー
ト
群
が
眼
に
入

っ
て
く
る
。
か

っ
て
、
こ
の
丘
陵
は
禄
に

つ
つ
ま
れ
て
い
た
が
、
団
地
造
成
工
事
の
た
め
山
容
は

一
変
し
た
の
で

あ
る
。
そ
の
ア
パ
ー
ト
の
間
に
、
中
央
公
園
と
し
て
保
存
さ
れ
て
、
緑

を
の
こ
し
た
古
墳
の
存
在
を
望
見
す
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
造
成

工
事
が
お
こ
な
わ
れ
る
ま
で
は
、
池
田
駅
で
下
車
し
て
古
墳
の
あ
る
丘

陵
に
接
近
す
る
に
し
た
が

っ
て
、
東
面
す
る
前
方
後
円
墳
の
偉
容
が
し

だ
い
に
大
き
く
な

っ
て
わ
れ
わ
れ
を
迎
え
て
く
れ
た
が
、
現
在
で
は
、

墳
丘
の
南
側
に
お
こ
な
わ
れ
た
盛
上
の
た
め
に
そ
の
全
貌
を
丘
麓
か
ら

眺
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
た
。

堅
田
　
直

「古
墳
の
形
態
に
因
む
俗
称
に
つ
い
て
一
（
『
先
史
学
研
売

「
第
４
号
ツ



議
①
　
茶
田
山
と
い
う
名
称
は
地
籍
図
に
よ
る
と
後
円
部
の
み
に
つ
け
ら
れ
た
も

の

で
、
前
方
部
は
赤
坂
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
茶
口
山
と
よ
ば
れ
た
も
の

は
す
べ
て
前
方
後
円
墳
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。

堅
田
　
直

「古
墳
の
形
態
に
因
む
俗
称
に
つ
い
て
」
（
『
先
史
学
研
究
』
第
４
号
）

②
　
池
田
市
史
編
纂
会
編

『
池
田
市
史
概
説
篤
』

調

査

経

過

池
田
市
茶
臼
山
古
墳
の
調
査
は
、
過
去
に
お
い
て
、
少
な
く
と
も
三
回
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
状
況

に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
最
初
は
、
こ
の
茶
臼
山
古
墳
の
北
西
位
に
あ
る
娯
三
堂
古
墳①
が
調
査
さ
れ
た
明
治
三

一
年
頃
、
そ
の
調
査
官
で
あ

っ

た
官
内
省
御
用
掛
諸
陵
寮
考
証
課
長
、
増
田
子
信
氏
に
よ
っ
て
、
同
じ
く
、
茶
臼
山
古
墳
も
調
査
さ
れ
た
と
地
元
の
研
究
者
の
間
に
伝
え
ら
れ

て
い
るく
が
、
そ
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
こ
次
い
で
大
正
五
年
、
な
ん
ら
か
の
原
因
に
よ
っ
て
、
茶
臼
山
古
墳
の
石
室
が
露
出
し
た
こ
と
が
あ

っ
て
、
池
田
史
談
会
め
人
々
に
よ
る
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
の
状
況
は
、
池
田
郷
土
史
会
編

『
池
田
郷
土
研
究
』
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
（）

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
石
室
内
部
に
つ
い
て
ふ
れ
る
所
は
な
い
が
、
墳
丘
内
の
円
筒
埴
輪
と
埴
輪
円
筒
棺
の
出
上
し
た
こ
と
、
ま
た
、
墳
形
は
円
墳

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
最
後
に
、
昭
和

一
一
年
小
林
行
雄
博
士
ら
に
よ
っ
て
墳
形
の
実
測
調
査
が
行
な
わ
れ
、
は
じ

⑥

め
て
、
全
長
六
〇
数
米
に
も
及
ぶ
前
方
後
円
墳
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
数
回
の
調
査
を
経
た
著
名
な
古
墳
で
あ
る
が
、　
そ
の
実
体
は
、　
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ

っ
た
。　
し
か
し
、
こ
れ
ら
か
ら
、
側

主
体
は
竪
穴
式
石
室
で
、
切
封
土
に
円
筒
埴
輪
列
と
、
埴
輸
円
筒
棺
が
配
置
さ
れ
た
、
側
全
長
六
〇
数
米
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
と
い
う
知
見

に
も
と
づ
い
て
、
調
査
計
画
を
た
て
た
の
で
あ
る
。

〓
一　
調
ド
査
　
笙
　
過
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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さ
て
、
本
書
で
は
、
調
査
経
過
を
特
に
詳
細
を
期
す
た
め
に
も

「
内
部
構
造
の
調
査
」
と

「
墳
丘
構
造
の
調
査
一
と
に
分
け
て
記
述
す
る
こ

と
に
し
た
。

内
部
構
造
の
調
査

第

一
日

（八
月
四
日
）

晴
、　
一
時
雨
９
午
前
九
時
、
調
査
員

一
同
池
田
市
教
育
研
究
所
に
集
合
、
打
合
せ
の
後
、
茶
臼
山
古
墳
の
西
南
麓
に

あ
る
宿
舎
に
あ
て
ら
れ
た
池
田
市
立
池
田
中
学
校
の
家
庭
科
日
本
間
教
室
に
移

っ
た
。
小
憩
後
、
労
務
者
を
し
て
墳
丘
の
車
刈
作
業
、
調
査
器

材
の
運
搬
を
さ
せ
る
。
年
後
、
墳
丘
の
前
方
部
上
で
、
池
田
伊
居
太
神
社
宮
司
に
よ
り
厳
粛
な
御
被
の
式
が
行
な
わ
れ
た
ｃ
市
役
所
関
係
者
と

し
て
川
西
又
吉
助
役
、
中
村
唯
昌
教
育
長
代
理
、
安
信
弥
助
都
市
計
画
課
長
等
が
、
ま
た
調
査
団
を
代
表
し
て
鈴
木
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
玉
串
を

奉
献
し
て
後
、
川
西
助
役
の
鍬
入
れ
で
式
は
終
了
し
た
。
式
後
た
だ
ち
に
墳
丘
実
測
を
開
始
し
た
が
、
し
ば
ら
く
し
て
雷
鳴
を
伴
う
浦
然
た
る

衰
雨
に
襲
わ
れ
作
業
を
中
止
し
た
。

第
二
日

（八
月
五
日
）

晴
、
強
風
）
車
刈
作
業
を
労
務
者
等
に
よ

っ
て
つ
づ
け
る
か
た
わ
ら
、
墳
丘
実
測
を
施
行
し
た
〔
午
後
は
風
速
約
十

五
米
の
強
風
ｃ
平
板
直
下
に
テ
ン
ト
用
の
鉄
杭
を
打
込
み
、
そ
れ
を
平
板
の
台
に
縛
り
付
け
て
安
定
を
保
ち
作
業
を
続
行
し
た
。

第
二
日

（八
月
六
日
）

晴
、
強
風
。
車
刈
作
業
は
午
前
中
で
終
了
、
そ
の
後
、
地
元
の

「
は
ざ
ま
組
」
に
よ

っ
て
発
掘
器
材

一
切
が
ト
ラ
ツ

ク
で
現
場
に
搬
入
さ
れ
、
年
後
三
時
、
墳
丘
実
測
完
了
す
る
。
後
円
部
頂
上
か
ら
そ
の
北
側
斜
面
に
か
け
て
、
土
砂
運
搬
用
の
ロ
ー
プ

・
ウ
エ

イ
を
架
設
し
、
墳
頂
よ
り
発
掘
を
開
始
す
る
。
ま
ず
、
か
つ
て
天
丼
石
が
露
出
し
た
と
い
わ
れ
る
所
に
約
四
米

×
二
米
の
ト
レ
ン
チ
を
南
北
に

入
れ
る
。
夜
、
会
議
を
開
き
、
発
掘
調
査
進
行
計
画
予
定
表
を
作
成
す
る
。

第
四
日

（八
月
七
日
）

晴
。
ト
レ
ン
チ
の
北
端
、　
表
上
下
約
二
〇
糎
に
し
て
第

一
天
丼
石
が
現
わ
れ
、

（天
丼
石
に
、
北
な
り
順
に
番
号
を
つ
け

アゝ

縮
何
石
＞」呼
、ヽ＄

ひ
き

つ
い
で
、
　
第
七
天
丼
石
ま
で
順
次
並
ん
で
検
出
し
た
。
　
第
七
天
丼
石
の
西
半
の
上
面
に
は
、
部
分
的
に
、　
比
較
的
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常
何
石
と
呼
半＄

ひ
き

つ
い
で
、
　
第
北
云
井
石
ま
て
鮮
み
亜
ん
て
移
と
し
大

鋳

土

ヲ

チ

ヱ

σ

Ｚ

引

９

ョ

尋

ｔｉ

＝

　

■
振

ノ
白

―

　

よ

…

…

1

i

三

調

査

経

過

良
質
の
粘
上
が
約
二
〇
糎
の
厚
さ
で
残

っ
て
い
た
。
こ
の
西
半
部
は
、
す
で
に
天
丼

石
の
面
ま
で
掘
り
荒
さ
れ
て
い
る
の
で
、
天
丼
石
被
覆
粘
上
の
原
状
の
検
出
は
東
半

部
に
期
待
す
る
こ
と
に
し
た
。
東
側
で
は
、
石
室
構
築
時
に
穿
つ
た
坑
壁
を
探
す
べ

く
、
慎
重
を
期
し
て
水
平
に
表
土
を
薄
く
割
が
し
て
み
た
が
、
本
日
の
段
階
で
は
明

確
に
し
得
な
か
っ
た
。
ま
た
、
第
七
天
丼
石
の
西
側
表
土
下
、
赤
掲
色
土
層
中
に
、

板
石
が
散
乱
し
て
い
る
の
を
確
認
し
た
。
夜
は
、
墳
丘
実
測
図
の
ト
レ
ー
ス
を
行
な

っ
た
。

第
五
日

（八
月
八
日
）
晴
。
第
七
天
丼
石
の
南
側
の
表
土
を
剣
ぎ
進
む
と
、
第
八
天

井
石
が
出
て
き
た
。
第
八
天
丼
石
は
、
過
去
に
、
露
出
せ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
被

覆
粘
上
が
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
予
想
し
て
発
掘
を
始
め
た
。
は
た
し
て
、
粘
土

は
天
丼
石
の
東
半
部
に
お
い
て
、
完
全
に
残

っ
て
い
た
。
し
か
も
、
非
常
に
よ
く
し

ま
っ
た
赤
褐
色
合
礫
上
が
天
丼
石
被
覆
粘
上
の
上
を
覆
う
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ

た
。
さ
ら
に
、
南
側
へ
天
丼
石
被
覆
粘
上
を
追
求
す
る

一
方
、
さ
き
に
発
掘
し
た
第

一
、
第
二
、
第
二
、
第
四
天
丼
石
被
覆
粘
土
上
面
の
清
掃
を
行
な
う
。
こ
の
部
分
で

も
、　
天
丼
石
被
覆
粘
上
の
上
面
は
掲
色
合
礫
上
に
よ
っ
て
覆
わ
れ
て
い
た
。　
次
い

で
、　
第
七
天
丼
石
上
の
被
覆
粘
土
を
約
二
〇
糎
幅
で
東
西
に
中
軸
線
ま
で
カ
ツ
ト

し
、
天
丼
石
と
被
覆
粘
土
と
の
関
係
を
見
た
。
ま
た

一
方
、
同
じ
第
七
天
丼
石
の
西

ヒ

第 2図 天 丼 石 現 わ る
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茶
日
山
古
墳
の
研
究

外
側
に
あ

っ
た
板
石
散
乱
部
は
、
約
六
五
糎
の
幅
を
も
っ
て
、
こ
の
天
丼
石
の
縁
辺
か
ら
約

一
米
東
に
延
び
て
お
り
、
そ
の
板
石
の
中
に
は
ベ

ン
ガ
ラ
が
塗
布
さ
れ
た
も
の
も
混
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
か
っ
て
盗
掘
に
よ
っ
て
石
室
の
側
壁
の
板
石
が
外
部
か
ら
引
出
さ
れ
た
た
め
に
混
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
た
。
な
お
、
発
掘
現
場
に
は
終
日
、
テ
ン
ト
を
張
っ
た
の
で
あ
る
が
、
吹
き
す
さ
ぶ
強
風
と
熱
気
の
た
め
、
土
は
す
ぐ
乾
燥

し
て
赤
掲
色

一
色
に
な
り
、
土
層
の
色
差
の
判
別
は
困
難
と
な
る
上
に
、
非
常
に
固
く
な
り
、
土
質
に
よ
る
微
妙
な
徴
候
や
硬
軟
粗
密
等
を
も

識
別
し
え
な
い
よ
う
に
な
る
。
出
来
う
る
か
ぎ
り
上
の
湿
気
を
保
つ
た
め
、
如
露
で
散
水
し
、
席
を
被
せ
、
な
お
、
テ
ン
ト
を
低
く
張
り
、
石

室
を
充
分
覆
う
て
、
作
業
を
継
続
し
た
。

第
六
日

（八
月
九
日
）
晴
。
午
前
中
の
調
査
に
よ
っ
て
、
石
室
東
北
部
で
は
盗
掘
坑
の
東
側
に
、
坑
穴
縁
辺
を
示
す
と
思
わ
れ
る
位
置
に
、
栗

石
や
板
石
が
直
線
的
に
残

っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
年
後
は
、
そ
れ
と
姑
称
的
に
、
東
南
部
に
お
い
て
第
八
天
丼
石
の
東
側
を
調
べ
た
。

こ
こ
で
は
石
室
の
壁
体
の
上
面
を
お
お
う
赤
褐
色
上
の
上
に
、
赤
色
顔
料
の
散
布
面
が
拡
が
す
て
お
り
、
そ
の
東
縁
は
、
ほ
ぼ

一
直
線
を
な
し

て
終
わ
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
か
ら
、
こ
の
両
者
を
結
ぶ
直
線
に
そ
っ
て
、
坑
穴
が
掘
ら
れ
て
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
第

一

天
丼
石
の
北
端
部
で
も
、
天
丼
石
被
覆
粘
上
が
残

っ
て
お
り
、
そ
の
表
面
に
ベ
ン
ガ
ラ
の
塗
渫
面
が
見
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
被
覆
粘
上
の

上
面
か
ら
約

一
糎
下
に
、
第
二
の́
ベ
ン
ガ
ラ
塗
沫
面
が
み
つ
か
っ
た
。
こ
の
二
重
の
塗
沫
面
の
存
在
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
か
は
、
興
味

あ
る
問
題
で
、
天
丼
石
被
覆
粘
土
を
除
去
す
る
際
、
さ
ら
に
検
討
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
。

第
七
日

（八
月
一
〇
日
）
晴
。
午
前
、
第

一
天
丼
石
北
側
の
発
掘
を
進
め
た
の
ち
写
真
撮
影
を
行
な
っ
た
。
午
後
、
写
真
撮
影
後
、
実
測
の
方

法
に
つ
い
て
打
合
せ
た
。

な
お
、
本
日
か
ら
第
二
班
を
編
成
し
て
、
前
方
部
の
調
査
を
開
始
す
る
。
前
方
部
の
状
況
は
、
整
理
の
意
味
か
ら
別
に
ま
と
め
て
記
載
す
る

こ
と

に

し

た

。

奉

へ

日

（
入
月

一
一
日
）
青

。

百

三

と
巨

Ｄ
皮

買

告

Ｌ

Ｄ
ｔ

咄

こ

か

♪
３
ｏ

ｋ
ド
盲
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第
八
日

（八
月
一
一
日
）
晴
。
石
室
上
面
の
被
覆
粘
上
の
実
測
に
か
か
る
。
ま
ず
南

北
中
心
線
を
定
め
、
こ
れ
に
直
交
す
る
東
西
線
を
ト
ラ
ン
シ
ツ
ト
で
決
定
し
、
基
準

の
水
糸
を
張
っ
て
石
室
周
囲
を

一
米
間
隔
で
取
巻
く
杭
を
打
ち
、
そ
れ
ら
を
用
い
て

実
測
し
た
が
、　
一
部
は
翌
日
に
残

っ
た
。

第
九
日

（八
月
一
一
百
）
晴
。
年
前
中
、
石
室
部
天
丼
石
及
び
被
覆
粘
上
の
実
測
を

終
了
”
午
後
、
天
丼
石
被
覆
粘
上
を
剣
が
し
始
め
た
と
こ
ろ
、
石
室
の
壁
体
上
面
の
粘

土
層
が
天
丼
石
の
下
ま
で
延
び
て
い
る
こ
と
、
そ
の
上
面
に
は
、
ベ
ン
ガ
ラ
が
散
布
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
天
丼
石
被
覆
粘
土
は
石
室
の
壁
体

上
面
を
覆
う
粘
土
と
区
別
さ
れ
、
ま
た
両
者
は
時
期
を
異
に
し
て
覆
わ
れ
た
こ
と
が

判
っ
た
。
去
る
九
日
、
第

一
天
丼
石
の
北
端
で
被
覆
粘
土
中
に
ベ
ン
ガ
ラ
散
布
面
が

あ

っ
た
の
も
同
様
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判

っ
た
。
年
後
三
時
半
、
い
よ
い
よ
丸
太

で
三
叉
を
組
み
、　
チ
エ
ー
ン
・
ブ
ロ
ツ
ク
で
天
丼
石
の
巻
き
上
げ
を
開
始
す
る

（第

３
図
）
。
天
丼
石
中
最
も
安
定
を
保
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
第
七
天
丼
石
を
残
し
て
、

全
部
後
円
部
の
両
側
に
搬
出
す
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
第
二
、
三
、
四
、
五
、
六
の

五
個
を
上
げ
た
。
石
室
内
に
は
上
砂
が
流
入
し
て
お
り
、
板
石
積
の
側
壁
面
は
、
西

壁
で
は
よ
く
残

っ
て
い
た
が
、
東
壁
で
は
上
半
部
が
失
わ
れ
て
い
た
。
残

っ
た
壁
面

に
は
ベ
ン
ガ
ラ
の
塗
沫
が
み
ら
れ
た
。
特
に
、
天
丼
石
の
裏
面
は
真
赤
で
、
そ
れ
が

九

第 3図 天 丼 石 移 動 作 業 の 状 況



茶
日
山
古
墳
の
研
究

夕
日
に
映
え
、
強
烈
な
美
し
さ
は
眼
に
泌
み
る
ほ
ど
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
こ
の
天
丼
石
を
除
去
し
た
跡
に
は
、
石
室
上
面
を
被
う
粘
上
が
あ

っ

て
ベ
ン
ガ
ラ
で
赤
く
染
ま
っ
て
い
た
。
暗
く
な
っ
て
続
行
出
来
ず
作
業
中
止
。
時
に
午
後
七
時
三
〇
分
。

な
お
、
こ
の
日
午
後
四
時
か
ら
、
池
田
郷
土
史
学
会
、
大
阪
古
文
化
研
究
会
共
催
の
茶
臼
山
古
墳
発
掘
見
学
会
が
行
な
わ
れ
た
。
小
林
行
雄

氏
に
よ
っ
て

「
前
期
古
墳
の
諸
問
題
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
講
演
が
池
田
中
学
校
で
行
な
わ
れ
た
の
ち
、
現
地
見
学
に
約
四
、
五
〇
人
来
ら
れ

現
地
解
説
は
堅
田
が
こ
れ
に
当
た
っ
た
。
夜
、
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
に
よ
っ
て
再
び
小
林
氏
の
講
演
を
聴
く
。

第

一
〇
日

（八
月
〓
一百
）
晴
、　
一
時
曇
、
小
雨
。
作
業
は
第
八
天
丼
石
の
搬
出
か
ら
始
め
、
第
九
天
丼
石
の
東
半
分
も
除
去
し
た
。
石
室
内

部
に
陥
入
し
て
い
た
そ
の
西
半
分
も
引
上
げ
た
。
つ
ぎ
は
、
第

一
天
丼
石
、
こ
れ
は
最
も
大
き
く
重
い
の
で
最
後
に
残
さ
れ
て
い
た
、
い
よ
い

よ
チ
エ
ー
ン
を
掛
け
て
チ
エ
ー
ン
・
ブ
ロ
ツ
ク
で
巻
き
始
め
る
、
す
こ
し
も
ち
上
っ
た
と
き
、
チ
ェ
ー
ン
の
環
が
熔
接
さ
れ
た
部
分
か
ら
は
ず

れ
飛
び
散
る
。
こ
う
し
た
失
敗
の
後
↓
つ
い
に
、
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
を
掛
け
て
吊
上
げ
に
成
功
、
歩
み
板
を
下
に
入
れ
、　
コ
ロ
で
西
側
に
押
し

出
す
。
こ
れ
で
第
七
天
丼
石
を
除
い
て
全
天
丼
石
を
除
去
し
た
。
た
だ
ち
に
石
室
内
の
清
掃
を
始
め
る
。
危
ぶ
ま
れ
た
東
壁
は
、
か
ろ
う
じ
て

下
半
分
の
遺
存
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
粘
土
棺
床
底
部
の
所
々
に
、
朱
の
面
が
現
わ
れ
た
。
注
意
さ
れ
た
の
は
、
石
室
長
辺

の
側
壁
は
粘
上
の
上
に
積
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
柔
ら
か
い
、
が
さ
が
さ
し
た
黄
福
色
粘
土
は
Ｌ
壁
面
よ
り
も
内
方
に
張
り
出
し
、
壁
面
に
そ
う

て
幅
約

一
〇
糎
の
平
坦
部
を
形
成
し
、
そ
れ
か
ら
円
孤
を
え
が
い
て
く
ぼ
ん
で
い
る
。
深
さ
二
五
糎
、
径
八
〇
糎
ほ
ど
あ
っ
て
、
こ
こ
に
お
か

れ
た
割
竹
型
木
棺
の
底
部
の
弧
を
表
わ
し
て
い
る
よ
う
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
黄
褐
色
粘
上
の
両
側
平
坦
部
に
は
赤
色
顔
料
が
か
か
っ
て

い
た
。
そ
れ
が
側
壁
の
板
石
の
面
に
塗
沫
さ
れ
た
顔
料
が
流
れ
て
着
色
さ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
は
、
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
弧
の
底
部

に
当
る
部
分
の
粘
土
は
青
灰
色
で
、
さ
き
の
黄
福
色
粘
上
に
く
ら
べ
て
非
常
に
織
密
で
よ
く
し
ま
っ
た
粘
上
で
あ

っ
た
。

第

一
一
日

（八
月
一
四
日
）
曇
、
時
々
小
雨
。
石
室
の
壁
体
上
面
の
被
覆
粘
土
及
び
上
砂
を
排
除
し
て
清
掃
す
る
。
東
壁
の
北
側
は
盗
掘
時
に

一
〇



多
量
の
板
石
を
抜
き
取
っ
た
ら
し
く
、
粘
土
棺
床
の
上
面
か
ら
、
わ
ず
か
板
石
二
、
三
枚
の
高
さ
ま
で
が
残
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
さ

ら
に
、
同
じ
場
所
で
石
室
の
控
積
を
し
ら
べ
た
と
こ
ろ
、
坑
の
中
に
石
室
を
作

っ
た
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
に
推
測
さ
れ
た
。
ま
た
、
石
室
内
の
粘

土
棺
床
上
は
凹
凸
が
あ
り
、
板
石
や
バ
ラ
ス
が
陥
ち
込
ん
で
い
た
り
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
盗
掘
者
が
粘
土
棺
床
の
上
部
を
掘
り
込
ん
だ
も
の

ら
し
い
。
し
か
し
部
分
的
で
は
あ

っ
た
が
側
壁
か
ら
は
り
出
し
た
黄
褐
色
粘
上
が
存
在
し
て
い
た
。

第

一
二
日

（八
月
一
五
日
）
晴
。
石
室
内
部
の
粘
土
棺
床
の
南
端
よ
り
南
壁
ま
で
の
長
さ
約

一
〇
糎
の
間
に
バ
ラ
ス
が
詰
め
ら
れ
て
い
る
ら
し

い
こ
と
が
、　
前
日
の
作
業
終
了
前
に
判

っ
た
の
で
、　
本
日
、
こ
れ
を
清
掃
し
て
み
る
と
、　
は
た
し
て
、
こ
の
部
分
に
は
バ
ラ
ス
が
充
填
さ
れ

て
い
た
。
こ
れ
を
取
除
く
と
、
そ
の
底
面
は
、
西
側
に
傾
斜
し
て
い
る
こ
と
が
判

っ
た
。
前
日
に
引
き
続
い
て
粘
土
棺
床
上
の
清
掃
を
続
行
す

る
。
黄
褐
色
粘
上
を
取
除
い
て
い
く
と
、
青
灰
色
粘
上
が
あ
り
、
そ
の
長
軸
中
央
部
に
鮮
か
な
朱
の
面
が
表
わ
れ
た
。
こ
の
青
灰
色
の
粘
土
面

を
追
求
し
て
い
く
と
、
上
部
の
黄
褐
色
粘
土
は
こ
の
青
灰
色
粘
土
面
の
上
に
あ

っ
て
、
し
か
も
そ
れ
が
中
央
よ
り
も
側
壁
に
近
ず
く
に
従

っ
て

厚
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判

っ
た
。
こ
れ
は
青
灰
色
粘
土
面
の
上
部
に
木
棺
を
置
き
、
異
質
の
粘
上
で
木
棺
の
底
部
の
空
隙
を
埋
め
た
も
の
と

考
え
ら
れ
た
。　
一
方
、
北
壁
は
完
全
に
破
壊
さ
れ
て
い
た
が
、
側
壁
下
部
に
あ
る
バ
ラ
ス
や
粘
土
棺
床
の
北
端
が
か
ろ
う
じ
て
遺
存
し
て
い
た

の
で
、
石
室
北
端
の
位
置
を
推
定
し
う
る
に
至
っ
た
。
な
お
、
そ
の
場
所
か
ら
管
玉

一
個
、
ガ
ラ
ス
製
小
玉
二
個
が
検
出
さ
れ
た
。

第

一
三
日

（八
月
三
ハ
Ｈ
）
晴
。　
，水
野
一
剰
代
心
西
谷
氏
の
三
名
は
石
室
の
壁
体
上
面
の
実
測
を
行
な
っ
た
。

第

了
四
日

（八
月
一
七
日
）
晴
。
石
室
の
壁
体
上
面
の
実
測
を
続
け
た
一（第
四
図
）。

第

一
五
日

（八
月
一
八
日
）
晴
■
時
々
曇

一
時
雨
。
石
室
壁
体
の
上
面
の
実
測
図
は
夕
刻
完
成
し
た
。
ま
た

一
方
、
堅
田
は
、
池
田
市
茶
自
山

古
墳
の
北
側
で
行
な
わ
れ
て
い
ち
池
・Ｈ
市
砲
宅

Ｊ公
固
と
米
現
場
て
、
一露
呈
す
・る
地
層
を
調
査
し
、
石
室
内
の
粘
土
棺
床
に
使
わ
れ
て
い
る
粘
土

と
非
常
に
よ
く
似
た
粘
土
層
を
見
出
し
た
。
も
と
よ
り
、
こ
れ
だ
け
で
は
、
同
じ
も
の
だ
と
は
い
え
な
い
が
、
粘
土
採
集
場
所
の
想
定
に
は
参
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一
二

考
に
な

っ
た
。

第

一
六
日

（八
月

一
九
日
）
晴
。
石
室
壁
体
上
面
の
板
石
配
置
状
態
の
実
測
が
終
了

し
た
の
で
石
室
の
南
壁
面
及
び
粘
土
棺
床
の
実
測
を
始
め
た
。

第

一
七
日

（八
月
一
一〇
日
）
晴
、　
一
時
雨
。
年
後
三
時
、
石
室
の
南
壁
及
び
精
土
構

床
の
実
測
完
了
。
直
ち
に
、
石
室
の
控
積
の
調
査
に
う
つ
る
こ
と
と
し
、
盗
掘
抗
に

よ
る
破
壊
の
大
き
い
東
北
隅
か
ら
着
手
す
る
。
石
室
の
壁
体
上
部
か
ら
順
に
石
材
を

搬
出
し
て
い
く
と
、
板
石
と
砂
利
と
が
交
互
に
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
状
態
が
明
ら

か
に
な

っ
た
。
さ
ら
に
、
最
下
底
部
の
板
石
を
除
去
す
る
と
、
よ
く
洗
わ
れ
た
花
岩

質
の
バ
ラ
ス
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
等
の
石
材
を
除
去
す
る
と
、
上
が
広
く
下

方
に
し
た
が

っ
て
狭
く
な
る
坑
の
壁
面
が
あ
ら
わ
れ
た
。
板
石
の
う
ち
で
坑
壁
に
く

い
込
ん
だ
も
の
は

一
つ
も
な
く
、
坑
内
に
て
板
石
が
積
ま
れ
た
こ
と
を
如
実
に
示
し

て
い
た
。
さ
て
、
本
日
を
以
て
調
査
は
完
了
の
予
定
で
あ

っ
た
が
、
新
事
実
の
発
見

等
に
よ

っ
て
日
程
を
延
長
し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
り
、
さ
ら
に
調
査
は
継
続
す
る

こ
と
に
な

っ
た
。

第

一
八
日

（八
月
二
一
日
）
晴
。
昨
日
の
作
業
に
引
続
き
、
石
室
東
北
隅
に
お
い
て

底
部
の
砂
利
を
排
出
す
る
と
坑
底
が
現
わ
れ
、
粘
土
棺
床
の
坑
内
で
の
設
置
状
態
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
粘
土
棺
床
裾
部
、
バ
ラ
Λ
に
覆
わ
れ
た
部
分
は
ベ
ン
ガ
ラ
で
赤

′
ヽ
冬
虚

士
卜

にく

・
０
し
、
　

予
土
＾
ｒ
】

ヾ
　
一ア
　
え
、
ぺ
″
と
い
Ｌ
Ｌ

卜
Ｒ
【
〓
卜

ヽ
り

河
十

１ＩＩ
判

ア⊂

在
下

′
ヽ
下
十
ご
臨
喝
”
イ
〕
カ
ヨ

入
リ

ア
に

ゝ
　
レ
い
。
　

す
ト

第 4図  石室上面の実測作業の状況
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過

く
塗
沫
さ
れ
、
ま
た
バ
ラ
ス
が
粘
上
棺
床
の
外
側
に
深
く
圧
痕
を
留
め
て
い
た
。
東

側
の
側
壁
中
央
部
に
お
い
て
、
盗
掘
の
際
に
破
壊
さ
れ
た
と
考
え
た
部
分
か
ら
は
、

碧
玉
製
石
釧

一
個
、
管
玉
数
個
、
ガ
ラ
ス
製
小
玉
数
個
、
鉄
刀
身
の
破
片

一
個
、
土

師
器
の
破
片
を
検
出
し
た
。
こ
れ
は
、
か

っ
て
の
盗
堀
時
、
ま
だ
粘
土
棺
床
下
に
遺

物
が
あ
る
も
の
と
思
い
、
さ
ら
に
掘
り
下
げ
て
粘
土
棺
床
の
黄
褐
色
粘
土
を
盗
堀
坑

内
に
す
く
い
出
し
、
こ
れ
ら
遺
物
が
混
入
す
る
こ
と
も
知
ら
ず
放
り
上
げ
た
も
の
で

あ
ろ
う
ｃ
こ
の
こ
と
は
遺
物
を
合
む
位
置
に
所
々
黄
褐
色
粘
土
や
朱
が
混
入
す
る
こ

と
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
朱
を
分
析
用
と
し
て
採
集
し
た
。
さ
ら
に
、
遺
物
採

集
地
点
の
土
砂
を
全
部
水
洗
い
し
て
ガ
ラ
ス
製
小
玉
を
探
す
。
ま
た
、
東
北
端
の
石

室
壁
体
下
の
砂
利
は
、
盗
掘
時
に
攪
乱
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
部
分
か
ら
ガ
ラ
ス
製
小

玉
若
千
個
、
管
玉
二
個
が
検
出
さ
れ
た
ε
坑
底
の
粘
土
棺
床
の
外
側
を
と
り
ま
く
砂

利
層
を
、　
一
応
排
水
の
役
目
も
果
す
も
の
と
考
え
る
と
、
そ
れ
か
ら
石
室
外
方
に
む

か
う
排
水
設
備
が
あ
る
こ
と
も
想
定
し
得
た
し
、
ま
た
、
こ
の
後
円
部
の
盛
土
と
地
山

と
の
関
係
を
見
る
た
め
に
も
、
石
室
の
南
側
に
ト
レ
ン
チ
を
入
れ
る
必
要
が
生
じ
た
“

そ
こ
で
石
室
の
南
側
に
お
い
て
、
石
室
内
の
砂
利
層
の
レ
ベ
ル
よ
り
も
約
六
五
糎
下

方
に
達
す
る
深
さ
ま
で
ト
レ
ン
チ
を
堀

っ
た
が
、
こ
こ
に
は
排
水
溝
は
検
出
さ
れ
ず
、

た
だ
表
土
か
ら
ト
レ
ン
チ
底
部
迄
す
べ
て
盛
土
か
ら
出
来
て
い
る
こ
と
が
判

っ
た
。

一
一一一

第 5図  石室の復原作業の状況
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茶
田
出
古
墳
の
研
究

ぎ
に
、
改
め
て
、
で
こ
れ
と
並
行
し
て
行
な
わ
れ
た
墳
丘
部
の
調
査
状
況
に
つ
い
て
記
述
す
る
。

一
四

第

一
九
日

（八
月
≡

百
）
曇
。
石
室
の
東
壁
中
央
部
付
近
の
、
遺
物
が
検
出
さ
れ
た

位
置
に
お
い
て
、
石
室
の
壁
体
の
石
材
を
搬
出
し
、
断
面
を
実
測
し
た
。
さ
ら
に
北
西

側
に
お
い
て
も
、
石
室
の
壁
体
の
石
材
を
除
去
し
、
東
側
と
同
じ
状
態
で
あ
る
こ
と
を

確
め
、
粘
土
構
床
を
そ
の
中
央
か
ら
や
や
北
に
よ

っ
た
部
分
で
切
断
し
、
坑
底
と
の
関

係
を
検
べ
た
。
そ
の
結
果
、
粘
土
棺
床
は
直
接
に
坑
底
に
お
か
れ
、
そ
の
下
に
特
別
な

施
設
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
が
わ
か

っ
た
ｃ
実
測
後
、
石
室
の
復
原
作
業
に
か
か

っ
た
、

現
状
の
ま
ま
で
、
保
存
に
た
え
る
場
所
は
、
東
西
両
壁
の
南
半
分
と
、
南
壁
と
だ
け
で
、

他
は
殆
ん
ど
復
原
を
必
要
と
し
た
。
し
か
し
板
石
の
絶
対
量
が
不
足
し
て
い
る
の
で
、

い
ま
ま
で
控
積
に
使
用
さ
れ
た
板
石
の

一
部
を
取
り
は
ず
し
て
壁
面
を
作
る
の
に
用
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
控
積
用
の
石
に
使
う
た
め
に
、
墳
上
に
石

垣
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
栗
石
を
使
う
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
で
も
控
積
用
の
石
に
も

不
足
し
た
の
で
、
壁
を
積
み
上
げ
な
が
ら

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
流
し
入
れ
た

（第
五
図
）
．^

第
二
〇
日

（八
月
≡
一百
）
晴
Э
残
り
の
石
室
の
壁
面
を
積
み
上
げ
復
原
作
業
は
午
前

中
で
完
成
し
た
９

第
二

一
日

（八
月
二
七
日
）
晴
。
ウ
イ
ン
チ
と
滑
車
と
を
利
用
し
て
天
丼
石
を
石
室
上

に
架
し
た
。
午
後
三
時
に
い
た

っ
て
復
原
作
業
は
完
了
し
た

（第
六
図
）Э

以
上
は
、
後
円
部
の
石
室
に
つ
い
て
の
調
査
経
過
に
つ
い
て
の
叙
述
で
あ
る
。
次
い

第 6図 天丼石復1頭後の状態



ぎ
に
、
改
め
て
、
で
こ
れ
と
並
行
し
て
行
な
わ
れ
た
墳
丘
部
の
調
査
状
況
に
つ
い
て
記
述
す
る
。

墳
丘
構
造
の
調
査

八
月
十
日
３
墳
丘
部
の
調

，査
は
、
後
円
部
主
体
の
ほ
か
に
も
、
存
在
の
可
能
性
の
あ
る
副
次
的
な
埋
葬
の
検
出
と
、
円
筒
埴
輪
列
や
葺
石
の

原
状
を
た
し
か
め
る
こ
と
と
の
、
二
つ
の
目
標
の
も
と
に
は
じ
め
ら
れ
た
。
ま
ず
、
前
方
部
に
お
け
る
埋
葬
と
そ
の
他
の
施
設
の
有
無
を
調
査

す
る
た
め
に
、
後
円
基
部
か
ら
前
方
部
端
ま
で
古
墳
の
主
軸
線
上
に
、
幅
約

一
・
三
米
、
長
さ
約
二
四

。
三
米
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
た
。
以

下
こ
の
ト
レ
ン
チ
を
Ａ
ト
レ
ン
チ
と
よ
ぶ
こ
と
と
す
る
、
堀
り
始
め
て
ま
も
な
く
、
後
円
基
部
か
ら
約

一
米
前
方
に
あ
た
り
、
表
土
直
下
に
朝

顔
形
埴
輪
と
推
察
さ
れ
る
も
の
が
北
西
位
に
向
け
て
倒
れ
て
埋
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

八
月
十

一
日
ｃ
昨
日
、
前
方
部
Ａ
ト
レ
ン
チ
内
で
検
出
し
た
円
筒
埴
輪
は
横
た
え
て
上
面
に
な
る
部
分
が
、
破
損
し
て
円
筒
内
に
落
ち
込
ん

で
い
た
が
、
破
片
の
表
面
を
精
良
な
る
青
白
色
の
粘
上
が
密
着
し
て
覆
う
て
お
り
、
埴
輪
円
筒
棺
と
し
て
の
要
素
を
多
分
に
備
え
て
い
る
事
が

判

っ
た
の
で
、
慎
重
に
発
掘
す
る
こ
と
に
し
た
。

さ
ら
に
Ａ
ト
レ
ン
チ
の
北
側
の
前
方
端
北
稜
斜
面
に
Ｂ
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
た
。
Ｂ
ト
レ
ン
チ
で
は
、
前
方
部
の
上
段
円
筒
列
に
相
当
す
る

と
思
わ
れ
る
円
筒
埴
輪
の
下
底
部
が
原
位
置
に
お
い
て
検
出
さ
れ
、
そ
の
附
近
に
葺
石
の
遺
存
が
認
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
ト
レ
ン
チ
を
延
長

し
前
方
部
の
基
底
部
迄
の
表
上
を
創
い
だ
。

八
月
十
二
日
。　
Ａ
ト
レ
ン
チ
の
埴
輪
円
筒
棺
の
調
査
続
行
。　
上
面
を
被
う
埴
輪
片
を
取
除
い
て
行
く
と
、　
三
角
形
の
透
孔
が
現
わ
れ
て
き

た
、
埴
輸
の
破
片
で
透
孔
を
ふ
さ
い
で
い
た
事
が
よ
く
判
る
。
毀
れ
て
落
ち
込
ん
だ
破
片
を
遂
次
除
い
て
い
く
と
、
円
筒
棺
底
部
の
ほ
ぼ
中
央

か
ら
刀
子

一
本
が
、
刃
先
を
前
方
部
に
向
け
て
検
出
さ
れ
た
。

八
月
十
三
日
。
埴
輸
円
筒
棺
の
上
半
部
の
破
片
を
全
部
取
除
き
、
下
半
部
だ
け
を
残
し
て
、
写
真
撮
影
と
実
測
と
を
行
な
っ
た
。
ま
た
、
後

三

調

査

経

過

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
五



可

秦
臼
山
古
墳
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六

円
部
墳
頂
か
ら
西
側

へ
Ａ
ト
レ
ン
チ
の
延
長
線
を
と
り
表
土
を
は
が
し
葺
石
を
さ
が
し
た
。

八
月
十
四
日
Э
実
測
後
、
円
筒
構
を
と
り
あ
げ
る
と
そ
の
跡
が
ぴ

っ
た
り
と
残
る
ほ
ど
良
質
な
青
白
色
の
粘
上
が
敷
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
は

円
筒
棺
上
面
に
見
ら
れ
た
被
覆
粘
土
に
つ
づ
く
も
の
で
あ
る
ら
し
く
、
こ
の
粘
上
を
半
分
位
、
取
除
い
て
撮
影
、
実
測
を
し
た
。
粘
上
の
厚
さ

は
五
糎
。
次
い
で
、
さ
ら
に
粘
上
を
全
部
取
除
く
Э
そ
の
跡
に
円
筒
棺
埋
葬
時
の
坑
の
形
が
出
て
き
た
ｃ
こ
れ
に
よ

っ
て
、
こ
の
埴
輪
円
筒
棺

の
調
査
は

一
応
完
了
し
た
。

八
月
十
六
日
Э
石
室
の
実
測
員
を
の
ぞ
い
た
全
員
を
も

っ
て
前
方
部
の
調
査
に
か
か
っ
た
。
く
び
れ
部
北
側
の
Ｂ
ト
レ
ン
チ
内
に
検
出
さ
れ

た
埴
輪
列
の
清
掃
を
行
な
っ
た
、
列
の
西
端
に
方
形
で
隅
丸
の
形
態
を
持

つ
埴
輪
が

一
個
あ
り
、
他
は
円
筒
埴
輪
で
あ

っ
た
、
し
か
し
、
い
ず

れ
も
底
部
の
み
遺
存
す
る
だ
け
で
上
部
の
形
態
は
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
円
筒
埴
輪
列
の
周
辺
に
は
拳
大
の
葺
石
が
残
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
円
筒
列
が
真
直
ぐ
に
後
円
部
頂
に
達
す
る
も
の
か
、
後
円
部
に
到
っ
て
囲
続
す
る
も
の
か
を
確
か
め
よ
う
と
し
て
、
ト
レ
ン
チ
を
東
西
に

拡
張
し
た
が
明
確
に
出
来
な
か
っ
た
。

八
月
十
七
日
Э
前
方
部
Ａ
ト
レ
ン
チ
の
底
面
を
、
さ
ら
に
約
五
〇
糎
堀
り
下
げ
作
業
を
続
行
す
る
と
、
前
方
部
中
央
で
人
頭
大
の
石
数
個
が

含
礫
土
層
に
喰
い
込
ん
で
検
出
さ
れ
た
。
そ
れ
が
も
し
か
す
る
と
石
室
の

一
部
を
現
わ
す
も
の
で
は
な
い
か
と
検
べ
て
見
た
が
、
ど
う
も
地
山

の
石
と
考
え
る
他
は
な
い
よ
う
で
あ

っ
た
。
寺
内
、
佐
野
、
吹
角
氏
ら
三
名
、
前
方
部
の
ト
レ
ン
チ
を
実
測
す
る
。

八
月
十
八
日
Э
埴
輸
列
を
横
断
す
る
Ｂ

（
Ｎ
）
ト
レ
ン
チ
を
南
側
に
延
長
し
、
Ｂ

（
Ｓ
）
ト
レ
ン
チ
、
と
し
て
、
埴
輪
列
を
探
索
し
た
が
、

こ
こ
で
は
埴
輪
列
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。
し
か
し
Ｂ

（
Ｎ
ｉ
Ｓ
）
ト
レ
ン
チ
の
両
端
で
は
、
円
筒
埴
輪
を
合
む
層
が
比
較
的
深
い
所
ま
で
続
く

よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
前
方
部
頂
点
で
、
Ａ
ト
レ
ン
チ
に
交
わ
る
Ｃ

（
Ｎ
ｔ
Ｓ
）
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
掘
下
げ
た
。
さ
ら
に
、
前
方
部
Ａ
ト
レ

ン
チ
端
と
Ｃ

（
Ｎ
）
ト
レ
ン
チ
を
結
ぶ
Ｄ
ト
レ
ン
チ
と
Ｅ
ト
レ
ン
チ
を

設
定

し
、
　
前
方
部
の
頂
稜
線
を
示
す
施
設
の
有
無
を
探
そ
う
と
し
た

が
、

明
ら
か

に
し
え
な
か

っ
た
。



ン
チ
端
と
Ｃ

（
Ｎ
）

ト

レ
ン
チ
を
結

ぶ
Ｄ

ト

レ
ン
チ
と
Ｅ

ト

レ
シ
ラ
整

Ｖ
角

ｔ
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明
ら
か

に
し
え
な
か

っ
た
。

八
月
十
九
日
。
前
方
部
Ｂ

（
Ｎ
）
ト
レ
ン
チ
の
円
筒
埴
輪
列
よ
り
北
約
二
米
の
所

に
、
上
部
か
ら
流
さ
れ
た
上
が
相
当
量
溜
ま

っ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
を
さ
ら
に
掘
り

下
げ
た
。
そ
の
結
果
、
埴
輪
片
包
合
層
の
最
下
層
、
す
な
わ
ち
、
古
墳
築
成
当
時
の

墳
丘
面
と
考
え
ら
れ
る
傾
斜
面
は
、
現
地
表
面
と
く
ら
べ
て
か
な
り
の
急
斜
面
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
判

っ
た
。
ま
た
、　
一
方
Ｃ

（
Ｓ
）
ト
レ
ン
チ
を
南
側
斜
面
に
幅

一

。
二
米
で
設
定
し
、
調
査
を
進
め
た
。
Ｃ
ト
レ
ン
チ
の
古
増
標
高
三

・
五
米
附
近
て
、

拳
大
か
ら
人
頭
大
に
至
る
石
が
検
出
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
を
西
側
に
拡
張
す
る
と
、

葺
石
の

一
部
が
現
わ
れ
た
。
葺
石
は
、
五
米
線
で
等
高
に
拡
が
り
、　
一
旦
切
れ
て
、

ま
た
、
六
米
線
で
お
な
じ
く
拡
が
っ
て
い
る
．〕
そ
の
状
態
は
、
葺
石
が
丁
度
二
段
に

敷
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
段
築
の
角
の
部
分
が
流
さ
れ
た
結
果
、
そ

の
部
分
が
空
白
に
な
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
た

（弟
七
図
ヽ

八
月
手
十
日
。
Ｂ

（
Ｎ
）
ト
レ
ン
チ
の
北
半
を
さ
ら
に
深
く
掘
下
げ
る
と
、
円
筒

埴
輸
片
が
漸
次
数
を
増
し
て
く
る
。
し
か
し
、
そ
の
出
土
状
態
か
ら
み
れ
ば
、
こ
れ

は
下
段
の
円
筒
埴
輪
列
の
位
置
を
示
す
の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
ｃ
お
そ
ら
く
上
段

の
円
筒
埴
輪
列
の
埴
輪
が
、
破
損
し
て
自
然
に
落
下
し
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
、
耕

作
者
に
よ
っ
て
堀
り
込
ま
れ
た
も
の
か
と
み
ら
れ
た
Ｇ

一
七

暉 |

が

第 7図  中・高生徒による葺石清掃作業
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茶
臼
山
古
墳
の
研
究

1 草 り 十
一
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3 天丼石被覆粘土検出   
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5 天丼石被覆粘土除去
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造
撃商
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倫とア坐鳥

16石 室 復 原

17天 丼 石 復 原

18前方部施設調査 |

19前 方部施設実測

一
八



Ｃ

（
Ｓ
）
ト
レ
ン
チ
を
さ
ら
に
西
方
に
拡
大
す
る
と
、
葺
石
が
広
範
囲
に
遺
存
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
葺
石
の

据
部
に
は
、
特
に
人
頭
大
の
石
が
多
い
事
が
目
立
っ
た
。

Ａ
ト
レ
ン
チ
を
前
方
部
端
に
お
い
て
さ
ら
に
探
く
掘
り
下
げ
る
と
葺
石
や
埴
輪
片
が
検
出
さ
れ
た
。
そ
の
位
置
は
現
地
表
面
よ
り
約

一
米
に

達
す
る
地
点
で
あ
っ
た
。
ま
た
Ｃ

（
Ｎ
）
ト
レ
ン
チ
を
掘
下
げ
る
と
Ｃ

（
Ｓ
）
ト
レ
ン
チ
の
葺
石
の
上
端
と
ほ
ぼ
同

一
等
高
に
お
い
て
葺
石
の

一
部
が
検
出
さ
れ
た
。

八
月
二
二
日
。
前
方
部
で
は
、
下
段
の
円
筒
列
の
位
置
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
、
後
円
部
に
お
い
て
そ
の
点
を
確
か
め
う

る
よ
う
な
場
所
を
探
す
こ
と
に
し
た
。
都
合
よ
く
、
後
円
部
の
北
端
に
埴
輪
が
少
し
露
出
し
て
い
る
の
が
み
つ
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
探
っ
て

行
く
と
、　
円
筒
埴
輪
を
利
用
し
た
組
合
せ
式
の
円
筒
棺
が
現
わ
れ

た
。　
そ
の
円
筒
埴
輪
は

一
端
が
丸
く
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。　
他
方

は
、
普
通
の
円
筒
埴
輪
を
利
用
し
て
い
た
。
し
か
し
、
結
局
こ
こ
で
も
円
筒
列
の
位
置
は
判
明
し
な
か
っ
た
。
や
む
を
え
ず
、
前
方
部
の
円
筒

埴
輸
列
の
埴
輪
六
個
体
を
取
り
上
げ
て
調
査
を
終
了
す
る
こ
と
に
し
た

（第
１
表
）。

・　
　
　
蔵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
池
田
郷
土
史
談
会
、
林
仇
愛
氏
談
に
よ
る
。

Ｏ
　
和
四
千
吉

「
操
津
国
豊
能
郡
池
田
町
発
見
古
墳
調
査
報
告
」
令
芽
京
人
類
学
会
　
　
　
　
　
④
　
梅
原
末
治

「
摂
津
油
旧
芥
日
山
古
墳
」
（
「
日
六
古
文
化
研
究
所
報
告
」
第
９
）

雑
誌
』
第
■
巻
１５０
号
）

四

外

部

構

造

〔
図
版
第
二
十
１
第
四
〕

形
態
と
規
模
　
　
池
田
市
茶
臼
山
古
墳
は
丘
陵
上
の
鞍
部
に
造
営
さ
れ
た
前
方
後
円
墳
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
所
に
あ
る
古
墳
で
は
、
墳
丘

の
麓
と
ベ
ー
ス
に
な
っ
た
丘
陵
と
の
境
の
不
明
確
な
も
の
が
多
い
が
、
当
墳
で
は
古
墳
の
周
囲
を
め
ぐ
る
遊
歩
道
に
よ
っ
て
古
墳
と
丘
陵
と
の

四

外

部

薄

造

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
九



¬

茶
日
山
古
墳
の
研
究

二
〇

間
に
境
界
線
が
作
ら
れ
、
古
墳
の
形
態
を
鮮
か
に
浮
出
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
遊
歩
道
は
、
も
と
、
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
の
進
入
路
と
し
て
造
ら
れ
た
も
の
を
そ
の

ま
ま
転
珊
し
た
も
の
で
あ
る
（第
８
図
）。

し
か
し
他
面
か
ら
い
え
ば
、
調
査
前
に
お
こ
な
わ
れ
た
遊
歩
道
の
設
置
に
よ
っ
て
、

本
来
の
墳
丘
と
丘
陵
と
の
境
の
関
係
を
調
査
す
る
機
会
を
失
な
っ
た
こ
と
に
な
っ
た
。

墳
丘
の
保
存
状
態
は
、
か
っ
て
墳
上
が
梅
林
に
お
お
わ
れ
、
部
分
的
に
畠
と
し
て

利
用
さ
れ
た
こ
と
も
ぁ

っ
た
が
、
比
較
的
保
存
の
よ
い
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

特
に
前
方
部
に
あ

っ
て
は
、
斜
面
と
上
坦
面
と
は
稜
線
を
画
し
て
、
よ
く
原
型
を
と

ど
め
て
い
る
よ
う
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
墳
丘
の
表
面
に
土
砂
が
堆
積
し
た
状
態
と
い

う
べ
き
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
後
円
部
の
墳
頂
附
近
は
、
再
三
に
わ
た
る
盗
掘

な
ど
の
た
め
、
相
当
量
の
上
砂
が
流
失
し
て
お
り
、
天
丼
石
が
や
っ
と
か
く
れ
る
程

度
で
あ
る
。

実
測
図

（郷
凱
）
に
よ
っ
て
墳
丘
の
形
態
を
み
る
と
、
後
円
部
は
お
お
む
ね
円
形
で

あ
る
が
、
前
方
部
は
等
高
線
が
前
方
部
端
に
む
か
っ
て
先
す
ば
ま
り
の
丸
味
を
お
び

た
状
態
に
走
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
現
場
に
お
い
て
実
際
に
み
た
感
じ
と
は
、
か
な
り

ち
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
種
々
検
討
し
た
結
果
、
古

墳
そ
の
も
の
が
後
円
部
か
ら
前
方
部
に
む
か
っ
て
約
二
度
下
降
す
る
傾
斜
面
に
造
ら

第 8図  Jヒ方からみた茶日山古墳



第 9図 池田市茶日山古墳附近地形図 (昭和32年実測)

1lq

外

部

構

造 〃

［

れ
、
ま
た
主
軸
に
直
交
す
る
面
も
若
千
傾
斜
を
も

っ
て
い
る
。
主

軸
線
上
に
お
け
る
前
後
の
比
高
は
約
二
米
に
も
達
す
る
こ
と
が
判

明
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
傾
斜
は
現
場
に
お
い
て
視
覚
に
う

っ
た

え
る
場
合
、
そ
れ
ほ
ど
支
障
に
な
る
も
の
で
は
な
く
、
古
墳
の
築

造
者
達
に
と
っ
て
も
か
な
ら
ず
水
平
面
上
に
造
営
せ
ね
ば
な
ら
な

い
と
い
う
理
由
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
ゃ
。
我
々
は
墳
丘
の
実
測
図

を
作
成
す
る
と
き
水
平
面
を
基
本
と
す
る
か
ら
地
形
そ
の
も
の
は

正
確
に
把
握
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
上
に
あ
る
造
営
物
そ
の

も
の
の
形
態
を
正
し
く
示
す
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
）́

同
様
の
こ
と
は
、
主
軸
に
直
交
し
た
面
に
つ
い
て
も
考
え
ら
れ
る
、

そ
こ
で
、
実
測
図
を
も
と
に
し
て
、
主
軸
、
と
そ
れ
に
直
交
す
る

軸
の
傾
斜
を

一
た
ん
水
平
に
な
お
し
て
実
長
を
求
め
そ
れ
に
基
づ

く
修
正
図

（叩
魁
だ
）

を
作
成
し
た
。
す
る
と
前
方
後
円
墳
と
し

て
の
形
態
が
は
っ
き
り
と
現
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
み
る
と
墳
丘
の
規
模
は
、
二
種
に
表
現
で
き
る
こ

と
に
な
る
、
す
な
わ
ち
外
形
実
測
図
に
基
づ
く
も
の
と
、
実
長
に

直
し
た
も
の
と
で
あ
る
。
い
ま
ま
で
の
慣
例
に
従

っ
て
、
ま
ず
外



茶
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形
実
測
図
に
よ
る
も
の
を
記
し
、
あ
わ
せ
て
実
長
に
も
と
ず
く
も
の
を

（
　
）
内
に
挙
げ
る
こ
と
に
す
る
。

全
長
、
約
六
二
米

谷約
六
四
米
ゝ
フ
後
円
部
径
、　
約
二
三
米

（約
一一三
米
）
。
前
方
部
幅
、　
一
八
米
。
後
円
部
高
さ
、
六

。
四
六
米
。　
前
方
部

高
さ
、
三

。
四
五
米
と
算
定
し
う
る
の
で
あ
る
。
こ
の
数
値
か
ら
み
れ
ば
、
本
古
墳
の
前
方
部
幅
は
、
後
円
部
径
に
比
し
て
著
し
く
せ
ま
く
、

凡
そ
半
分
位
で
あ
る
。
ま
た
後
円
部
と
前
方
部
と
の
比
高
は
、
約
二

・
九
米
で
そ
の
差
は
大
き
い
。
全
長
六
二
米
と
い
う
数
値
は
前
方
後
円
墳

と
す
れ
ば
、
ほ
ば
普
通
の
規
模
で
あ
る
。

墳
丘
の
構
造
　

墳
丘
の
構
造
を
み
る
た
め
に
周
囲
の
地
形
や
、
古
墳
の
全
長
を
貫
く
ト
レ
ン
チ
を
は
じ
め
と
し
て
、
数
個
所
を
検
べ
た
結
果

を
綜
合
し
て
み
る
と
、
丘
陵
の
鞍
部
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
墳
丘
の
基
底
部
の
形
を
整
え
、
そ
の
排
除
さ
れ
た
上
を
後
円
部
に
盛
り
あ
げ
た
ら

し
く
、
後
円
部
は
、　
殆
ん
ど
盛
土
か
ら
な
っ
て
い
る
。　
開
発
以
前
の
古
墳
附
近
の
地
形
図

（第
９
図
）
を
見
る
と
、　
後
円
部
の
北
側
に
お
い
て

標
高
八
二
米
と
八
四
米
と
の
等
高
線
が
通
る
付
近
で
、
他
に
較
べ
て
や
や
平
坦
に
な
っ
た
場
所
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
不
自
然
な
地
形
で
あ
っ
て

恐
ら
く
は
人
為
的
に
平
坦
化
さ
れ
た
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
、
た
だ
し
、
こ
こ
に
周
濠
的
な
も
の
が
あ
っ
た
と
み
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
古

墳
の
築
造
の
際
、
採
上
し
た
部
分
と
し
て
考
え
る
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

葺
　
　
石
（爛
勤
）
　

発
掘
に
よ
っ
て
各
ト
レ
ン
チ
に
現
わ
れ
た
葺
石
は
上
下
三
列
に
な
っ
て
墳
丘
を
囲
続
す
る
よ
う
に
み
え
る
。
こ
れ
は

段
築
の
角
の
崩
壊
に
よ
っ
て
中
間
部
の
葺
石
が
失
わ
れ
、
三
列
に
み
え
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
も
し
、
当
初
の
段
築
が
三
段

に
な
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
検
出
さ
れ
た
二
段
は
下
段
部
と
中
段
部
で
あ
っ
て
、
上
段
部
に
あ
た
る
も
の
は
不
明
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
現
状

で
は
、　
後
円
部
の
墳
頂
か
ら
約
二
米
降
っ
た
ま
わ
り
に
、　
人
頭
大
の
石
を
並
べ
た
石
垣
が
築
か
れ
、　
あ
た
か
も
段
築
の
痕
跡
の
よ
う
に
み
え

る
今
こ
れ
を
上
段
の
葺
石
と
し
て
も
、
位
置
か
ら
は
不
適
当
で
な
い
が
、
外
部
に
露
出
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
畠
を
作

っ
た
際
、
墳
丘
上
に
あ

っ
た
葺
石
を
集
め
て
石
垣
と
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

ま

た

、

「

ケ

郭

Ｌ

面

Ｄ

子

旦

郎

、

寺

こ

恋

Ｄ

可

判

９

可

宅

萱

衛

可

う

う

３

寸

三

と

主

、

ヾ

テ

く

ゞ

寃

了

／
‥

ゝ

ユ

０



第 10図 円 筒 埴 輪 列 実 測 図

四
　
外
　
部

ま
た
、
前
方
部
上
面
の
平
坦
部
、
特
に
そ
の
両
側
の
円
筒
埴
輪
列
の
あ
る
附
近
に
は
、

バ
ラ
ス
が
散
布
し
て
い
た
。

こ
れ
は
段
築
部
の
斜
面
に
は
石
垣
状
に
葺
石
を
並
べ
る
に
対
し
て
、
段
に
な
っ
た
平
坦
部
に
は
バ
ラ
ス
等
の
小
石
を

敷
詰
め
た
も
の
と
み
ち
れ
た
。
な
お
、
前
方
部
の
南
斜
面
、
遊
歩
道
と
接
す
る
部
分
で
は
、
直
接
約
四
〇
糎
も
あ
る

大
き
い
栗
石
が
墳
丘
に
沿

っ
て
列
状
に
並
べ
ら
れ
て
い
て
、
墳
丘
の
基
底
部
を
な
す
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。

葺
石
に
用
い
ら
れ
た
栗
石
は
、
五
月
山
丘
陵
の
上
層
を
お
お
う
地
層
に
包
合
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
先
に
述

べ
た
如
く
、
墳
丘
の
ほ
と
ん
ど
が
盛
土
か
ら
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
上
は
他
か
ら
採
掘
し
て
運
ば
れ
た
に
ち
が
い

な
い
Ｇ
そ
の
採
土
地
が
同
じ
丘
陵
上
の
ど
こ
か
に
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
当
然
、
土
と
共
に
栗
石
も
採
集
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
し
か
も
墳
丘
に
は
栗
石
を
交
え
な
い
土
ば
か
り
を
用
い
て
い
る
の
で
、
意
識
的
に
栗
石
は
除
去
さ
れ
た
も

の
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
栗
石
が
葺
石
に
利
用
さ
れ
た
と
し
て
も
不
自
然
で
は
あ
る
ま
い
。

埴
　
　
輪

（郷
阻
）
　

墳
丘
に
は
、
も
と
町
筒
埴
輸
が
立
て
ら
れ
て
い
た
多
し
か
し
、
調
査
に
よ
っ
て
原
位
置
を

知
り
え
た
の
は
、
後
方
部
か
ら
前
方
部
に
う
つ
る
く
び
れ
部
に
お
い
て
、
前
方
部
の
頂
部
平
坦
面
が
北
側
斜
面
に
変

換
す
る
緑
に
沿

っ
て
、　
一
列
に
配
置
さ
れ
て
い
た
も
の
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
方
部
の
上
段
円
筒
列
と
推
定
さ

れ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
も
、
遺
存
し
た
部
分
は
、
埴
輪
の
基
底
部
ば
か
り
で
あ
り
、
検
出
で
き
た
の
は
全
部
で
六
個

に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

こ
の
円
筒
埴
輪
列
を
み
る
と
、
径
約
二
八
糎
の
大
形
の
も
の
と
、
経
約
二
〇
糎
の
小
形
の
も
の
と
が
交
互
に
約
二

〇
糎
間
隔
で
配
置
さ
れ
て
い
た

（第
悧
図
）
。
　
円
筒
埴
輸
の
径
が
上
部
に
お
い
て
若
千
拡
が
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

こ
の
状
態
は
、
円
筒
埴
輸
を
か
な
り
接
近
さ
せ
て
立
て
な
ら
べ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
六
個
の
う
ち
列
の
西

構

造
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端
に
あ
る
埴
輪
は
、
列
よ
り
約
二
〇
糎
北
に
ず
れ
、
そ
の
基
底
部
は
隅
丸
の
矩
形
を
な
し
て
い
る
。
基
底
部
の
み
で
は
こ
れ
が
ど
う
い
う
形
状

の
埴
輪
で
あ
っ
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
丁
度
こ
の
部
分
が
く
び
れ
部
に
当
る
と
こ
ろ
か
ら
、
特
に
、
あ
る
種
の
形
象
埴
輪
を
配
置
し
た

の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
前
方
部
上
段
円
筒
列
に
対
し
て
、
墳
丘
の
裾
を
と
り
ま
く
位
置
に
想
定
さ
れ
る
下
段
円
筒
列
の
存
否
は
、
遺
憾
な
が

ら
確
め
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
墳
丘
の
裾
ま
わ
り
で
は
、
埴
輪
円
筒
棺
が
、
古
墳
の
中
心
を
通
る
前
方
部
と
後
円
部

と
の
く
び
れ
部
や
、
後
円
部
北
端
に
お
い
て
検
出
さ
れ
た
。

註
①
　
上
田
宏
範

「
続
前
方
後
円
墳
集
造
の
計
画
性
」

（
『
古
代
文
化
』
第
３
巻
第
２

号
）右

の
本
文
中
に
上
出
氏
は
、
沼
津
市
東
沢
田
の
長
塚
古
墳
の
周
堀
の
利
用
法
と

し
て
、
水
を
た
た
え
て
古
墳
の
水
平
面
を
作

っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
は

「我
国
の
前
方
後
円
墳
の
場
合
も
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
ほ
ど
の
厳
密
さ
は
要
求
さ
れ
な

か
っ
た
と
し
て
も
、
水
平
面
の
設
定
が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
」

と
考
え
た
か
ら
だ
と
思
う
が
、
実
際
に
前
方
後
円
墳
で
水
平
面
を
設
定
し
て
構
築

し
た
形
跡
の
あ
る
も
の
は
な
に
一
つ
な
い
。

五

内

部

構

造

〔
図
版
第
二
―
―
第

一
三
〕

石
室
の
位
置
　
　
い
う
ま
で
も
な
く
主
要
な
埋
葬
は
、
後
円
部
の
墳
頂
の
ほ
ぼ
中
央
に
、
竪
穴
式
石
室
を
作
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。
石
室
の

長
軸
の
方
向
は
古
墳
の
主
軸
に
対
し
て
直
交
す
る
関
係
に
あ
る
。
こ
の
石
室
は
、
過
去
数
回
に
わ
た
る
盗
掘
の
た
め
、
部
分
的
に
破
壊
さ
れ
て

い
た
。
た
と
え
ば
、
あ
る
者
は
、
南
端
の
天
丼
石
の
上
面
中
央
部
に
石
割
用
の
ク
サ
ビ
を
打
ち
込
ん
で
二
つ
に
割
り
、
そ
の
半
分
を
石
室
内
に

落
し
込
ん
で
侵
入
し
た
。
ま
た
、
東
壁
の
上
部
か
ら
壁
体
を
破
壊
し
石
室
内
の
遺
物
を
持
ち
だ
し
た
者
も
あ
っ
た
。
最
大
の
被
害
を
与
え
た
者

は
、
北
壁
の
板
石
を
外
側
か
ら
完
全
に

一
枚
も
残
さ
ず
に
抜
き
取
っ
た
た
め
、
そ
の
部
分
の
天
丼
石
を
甚
だ
し
く
傾
か
せ
る
に
い
た
っ
た
。



は
、
北
壁
の
板
石
を
外
側
か
ら
完
全
に

一
枚
も
残
さ
ず
に
抜
き
取
っ
た
た
め
、
そ
の
部
分
の
天
丼
石
を
甚
だ
し
く
傾
か
せ
る
に
い
た
っ
た
。

内
法
と
形
態
（細
釉
）
　

石
室
の
壁
面
は
、
板
状
節
理
に
沿
っ
て
割
っ
た
石
英
粗
面
岩
の
板
石
を
積
み
あ
げ
て
造
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
南

壁
が
ほ
ぼ
垂
直
に
積
ま
れ
て
い
る
の
に
較
べ
て
、
東
西
両
壁
は
上
部
へ
順
次
持
送
ら
れ
て
傾
斜
し
て
積
ま
れ
、
石
室
の
横
断
面
は
梯
形
を
な
し

て
い
る
。

石
室
の
内
法
は
、
長
さ
六

・
二
五
米
、
南
壁
に
お
け
る
幅
は
基
底
部
で

一
・
一
米
、
上
部
で
○

・
七
米
あ
る
。
北
壁
は
、
盗
掘
に
よ
っ
て
取

除
か
れ
て
い
る
の
で
、
比
較
的
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
る
南
壁
か
ら
四
米
の
位
置
で
計
測
す
る
と
、
石
室
の
下
部
の
幅
は

一
米
あ
る
。
高
さ
は
、

南
壁
の
位
置
で
は

一
米
、
北
唯
附
近
で
は

一
、
二
米
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
北
壁
の
方
が
南
壁
に
較
べ
て
幅
も
高
さ
も
大
き
く
作
ら
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
東
西
両
壁
に
お
い
て
壁
面
の
上
縁
を
つ
ら
ね
る
線
は
直
線
と
な
ら
ず
、
ほ
ぼ
中
央
に
当
る
部
分
が
脹
ら
ん
ぼ

一
Ｘ
」
字

状
に
な
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
壁
石
が
自
重
の
た
め
、
ず
り
落
ち
て
生
じ
た
変
形
で
あ
り
、
横
か
ら
の
上
圧
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。

天

丼
　
石

オ郷
敵
）
　

石
室
の
上
部
に
架
し
た
天
丼
石
は
全
部
で
九
梃
で
あ
る
。
ど
の
天
丼
石
も
扁
平
で
あ
る
が
、
そ
の
大
き
さ
は
、
北
端

に
あ
る
幅

一
・
六
米
と
い
う
最
大
の
も
の
か
ら
、
南
端
第
九
天
丼
石
の
よ
う
に
幅
○

。
五
五
米
と
い
う
小
さ
い
も
の
ま
で
ま
ち
ま
ち
で
ぁ
る
。

こ
の
よ
う
に
北
側
が
大
き
く
、
南
側
に
な
る
に
従
が
っ
て
小
さ
い
石
を
利
用
し
て
い
る
の
は
、
石
室
の
規
模
が
北
か
ら
南

へ
漸
次
狭
小
に
な
っ

て
い
る
こ
と
に
関
係
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
第

一
天
丼
石
か
ら
第
九
天
丼
石
ま
で
の
下
面
に
は
、

ベ
ン
ガ
ラ
が
塗
沫
さ
れ
て
い
た
。
天
丼
石
の

石
材
は
い
ず
れ
も
花
嗣
岩
の
自
然
石
を
利
用
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
上
面
は

一
様
で
な
い
が
、
合
せ
目
を
密
接
さ
せ
る
よ
う
に
比
較
的

良
く
留
意
し
て
並
置
し
て
い
る
部
分
が
多
い
。
し
か
し
、
合
せ
目
を
す
べ
て
密
着
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
か
、
天
丼
石
の
上
面
は
、
青
灰

色
の
精
良
な
粘
上
で
覆
わ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
粘
土
の
上
面
に
は
ベ
ン
ガ
ラ
が
塗
沫
さ
れ
て
い
た
。

石
室
の
壁
面

　

壁
体
、
石
室
の
壁
の
積
み
か
た
は
、
板
石
を
平
積
み
と
し
、
そ
の
合
せ
目
を
互
に
く
い
違
い
に
す
る
手
法
を
用
い
て
い
る
。

二
五

五

内

部

構

造



茶
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壁
面
の
構
築
に
使
用
さ
れ
た
板
石
は
、
す
べ
て
石
英
粗
面
岩
の
割
石
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
岩
石
が
板
状
節
理
を
も
つ
と
い
う
性
質
を
利
用

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
さ
ら
に
こ
の
石
は
、
た
だ
単
に
板
状
に
割
れ
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
隣
接
す
る
二
面
が
縦

に
八
〇
度
乃
至
七
〇
度
の
角
度
を
持
っ
て
、
割
れ
る
特
性
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
厳
密
な
意
味
で
は
な
い
が
、
模
式
的
に
考
え
ら

れ
る
板
石
の
断
面
の
形
は
、
平
行
四
辺
形
を
な
し
て
い
る
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
個
等
の
割
石
の
側
面
は
、　
一
方
が
斜
上
方
を

向
い
て
い
る
と
す
る
と
他
方
は
斜
下
方
に
向
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
さ
て
、
本
古
墳
で
は
、
石
室
の
壁
面
を
築
く
に
際
し
て
、
主
と
し
て
、

割
石
の
斜
下
方
に
向
く
面
を
壁
面
に
そ
ろ
え
て
積
み
上
げ
て
い
る
こ
と
が
特
に
注
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
も
し
、
石
室
の
構
築
に
あ
た
っ
て
、

こ
う
し
た
石
材
の
特
徴
に
留
意
し
な
け
れ
ば
、
も
っ
と
凹
凸
の
は
げ
し
い
壁
面
が
出
来
上
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
石
室
を
築
く
の
は
、
石
室
の

内
側
に
は
い
っ
て
積
み
上
げ
た
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
木
棺
を
覆
う
た
め
に
外
側
か
ら
積
ん
だ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
第

一
の
基
準
は
木
棺
に

お
か
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
際
、
石
材
の
安
定
度
や
、
壁
面
を
そ
ろ
え
る
こ
と
に
も
考
慮
が
払
わ
れ
、　
一
定
の
角
度
を
も
っ
て
割
れ

る
節
理
面
が
極
力
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
注
意
を
要
す
る
事
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
南
方
か
ら
西
側
壁
を
写
し
た
写
真

（畑
鰤
第
）
を
み
て

も
よ
く
判
る
よ
う
に
、
側
壁
面
が
節
理
面
に
そ
っ
た
角
度
を
な
し
、
あ
た
か
も
、
巨
大
な
ブ
ロ
ッ
ク
の
石
で
作
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
側
壁
面
は
壁
体
の
ご
く

一
部
で
あ
っ
て
、
壁
体
と
よ
ぶ
べ
き
も
の
は
、
石
室
の
空
間
よ
り
も
は
る
か
に
広
く
掘
ら
れ
て
い
る
墓
坑

内
を
ぎ
っ
し
り
と
埋
め
た
板
石
と
栗
石
、
バ
ラ
ス
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
も
、
壁
面
を
構
成
す
る
板
石
の
後
方
に
別
の

板
石
で
控
え
を
と
り
な
が
ら
順
次
、　
後
方
へ
荷
重
を
移
行
さ
せ
る
と
い
う
方
法
で
、　
板
石
と
栗
石
、　
バ
ラ
ス
を
互
層
に
用
い
て
い
る
の
で
あ

る
。
壁
面
を
、
上
方
に
ゆ
く
に
し
た
が
っ
て
持
ち
だ
し
て
積
む
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
壁
体
に
こ
の
よ
う
な
控
積
の
構
造
が
使
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
（
。図獅
一第
一
。
）。

こ
れ
に
反
し
て
、
た
と
え
ば
奈
良
県
桜
井
茶
臼
山
古
墳
の
石
室
の
よ
う
に
、
壁
面
が
上
方
に
ゆ
く
に
し
た
が
っ
て
、
む
し
ろ
後
退
す
る
よ
う



に
み
え
る
も
の
は
、
石
室
の
集
成
後
、
木
棺
を
入
れ
る
た
め
に
そ
う
し
た
の
で
は
な
く
、
壁
体
の
構
成
に
控
積
手
法
を
ま

っ
た
く
使
用
せ
ず
、

壁
面
を
な
す
板
石
だ
け
を
積
み
上
げ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
方
法
で
は
、
安
全
度
を
考
え
る
と
、
壁
面
は
垂
直
に
な
る
か
、
ま
た
は
外
側
に
開

く
傾
向
を
し
め
す
の
は
当
然
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
桜
井
茶
臼
山
古
墳
で
は
、
そ
の
拡
が
り
を
極
力
最
少
に
と
ど
め
よ
う
と
し
て
、
上
部
の

数
段
に
Ｆ
部
よ
り
も
大
き
な
石
を
積
上
げ
る
と
い
う
便
法
を
と
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

な
お
、
長
辺
の
壁
面
の
積
み
方
に
つ
い
て
、
指
摘
し
て
お
く
べ
き
事
実
が
あ
る
ハ）
そ
れ
は
、
石
室
の
長
辺
壁
面
に
お
い
て
、
下
部
の
約
二
、

四
段
の
板
石
は
、
平
坦
か
つ
均
等
に
な
ら
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
上
部
で
は
、
板
石
の
積
み
方
が
不
均
等
に
な
っ
て
い
る
所
が
み
ら

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
壁
面
の
実
測
図

（卿
斯
）
に
よ
っ
て
説
明
す
る
と
、
南
北
両
端
に
近
い
位
置
で
は
比
較
的
そ
ろ
っ
た
大
き
い
割
石
を
、
中
央

で
は
や
や
小
さ
い
石
を
用
い
、
場
所
に
よ
っ
て
は
数
個
ま
と
め
て
板
石
に
は
さ
ん
だ
よ
う
な
と
こ
ろ
も
あ
る
〉^

こ
の
よ
う
な
半
端
な
石
を
用
い
て
い
る
場
所
は
中
央
部
に
多
い
。
し
か
も
中
央
部
の
約
二
米
の
範
囲
に
お
い
て
壁
面
の
下
辺
を
底
面
と
し
壁

面
の
上
半
部
に
頂
点
を
も
つ
低
い
三
角
形
の
二
斜
辺
に
沿
っ
て
、
不
均
等
な
板
石
の
使
用
が
い
ち
じ
る
し
い
の
で
あ
る
３
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、

石
室
の
壁
雨
を
積
み
あ
げ
て
行
く
段
階
に
あ
っ
て
、
作
業
が
両
端
と
中
央
と
の
三
カ
所
か
ら
は
じ
め
ら
れ
、
そ
の
相
接
す
る
部
分
に
不
均
等
な

継
目
を
生
じ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

次
い
で
、
短
辺
の
南
北
両
壁
面
が
長
辺
の
東
西
両
壁
面
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ

っ
た
か
を
み
て
見
よ
う
。

南
壁
は
、
実
測
図

（畑
紬
）
に
よ
っ
て
示
し
た
よ
う
に
、
壁
の
上
辺
は
、
東
西
両
壁
と
交
互
に
組
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
底
部

は
東
西
両
壁
に
は
さ
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
下
底
部
に
お
い
て
は
、
長
辺
を
な
す
東
西
壁
を
先
に
、
短
い
南
北
壁
を
後
で
造

っ
た
こ
と
を
示
す

も
の
で
＞◇
ろ
う
。

北
壁
は
、
盗
掘
の
際

に
完
全
に
取
除
か
れ
、
そ
の
最
下
底
部
に
敷
き

つ
め
ら
れ
た

バ
ラ
ス
の
み
が
わ
ず
か
に
保
存
さ
れ
て
い
た
こ

こ
れ
に
よ

五

内

部

構
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二
八

つ
て
ヽ

（刻
跡
一
）
北
壁
の
位
置
を
、

バ
ラ
ス
の
端
か
ら
若
干
後
方
に
想
定
す
る
と
し
よ

う
。
残
存
す
る
西
壁
の
下
部
壁
面
は
い
こ
の
バ
ラ
ス
の
端
か
ら
六
四
糎
の
奥
ま
で
、
な

お
同

一
面
を
も
っ
て
つ
づ
い
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で
も
西
壁
の
方
が
先
に
作
ら
れ
て
い

た
事
が
確
か
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
Ｌ
積
み
上
げ
ら
れ
た
壁
体
の
最
上
面
部
は
被
覆
粘
上
で
覆
い
さ
ら

に
そ
の
表
面
に
ベ
ン
ガ
ラ
を
塗
沫
し
て
い
た

（第
１１
図
）。

壁
面
の
赤
色
顔
料
　
　
内
壁
面
に
あ
ら
わ
れ
た
板
石
の
面
に
ベ
ン
ガ
ラ
が
塗
渫
さ
れ
て

い
た
。　
も
う
少
し
厳
密
に
各
板
石
に
つ
い
て
ベ
ン
ガ
ラ
塗
渫
の
範
囲
を
験
べ
て

み

る

と
、
内
壁
面
に
相
当
す
る

一
面
だ
け
で
は
な
く
、
隣
接
す
る
四
面
の
端
に
も
、
五
糎
及

至
八
糎
幅
を
も

っ
て
塗
渫
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、

ベ
ン
ガ
ラ
の
全
沫
は
、
板
石
の
上
面
と
下
面
及
び
両
側
面
は
同
じ
幅
を

も

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ベ
ン
ガ
ラ
を
ブ
ラ
シ
や
刷
毛
の
よ
う
な
も
の
で
塗
布

し
た
り
、
ま
た
、
板
石
を
積
み
上
げ
な
が
ら
、

ベ
ン
ガ
ラ
を
散
布
、
ま
た
は
す
り
つ
け

た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、

ベ
ン
ガ
ラ
の
水
溶
液
を
つ
く
り
、
そ
の
中

④

に
板
石
の

一
端
を
浸
し
て
引
き
上
げ
た
と
み
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

石
室
構
築
の
際
に
は
、
す
で
に
ベ
ン
ガ
ラ
の
塗
沫
さ
れ
た
板
石
を
積
み
あ
げ
た
と
み

る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
天
丼
石
の
下
面
に
も
ベ
ン
ガ
ラ
が
塗
沫
さ
れ
て
い
る

第11図 石 室 上 部 横 断 面 図



こ
と
に
よ
っ
て
も
理
解
出
来
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
石
室
内
壁
面
に
赤
色
顔
料
を
塗
妹
す
る
の
が
壁
面
を
積
み
上
げ
る
ま
で
に
な
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
顕
著
な
例
と
し
て
、
奈
良
県

の
）

桜
キ
茶
臼
山
古
墳
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
壁
面
に
利
用
さ
れ
た
板
石
の
六
面
に
充
分
な
朱
が
塗
沫
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
っ

て
も
判
る
ｃ

壁
面
・
壁
体
の
基
底
　
　
虻
体
の
基
底
部
す
な
わ
ち
粘
上
棺
床
の
ま
わ
り
に
は
、
径
約
二
糎
乃
至
五
糎
の
バ
ラ
豹
）が
粘
土
構
床
の
上
部
と
ほ
ぼ

同
ｔ
高
さ
ま
で
ぎ
っ
し
り
と
詰
め
ら
れ
て
い
た
。
東
西
両
側
の
壁
体
下
で
は
、
と
も
に
バ
ラ
ス
詰
の
部
分
の
下
底
幅
が
約
七
〇
糎
で
、
ほ
ぼ
等

し
い
が
、
北
壁
の
基
底
部
で
は
そ
の
幅
が
約
六
〇
糎
で
あ

っ
た
。
な
お
、
南
壁
基
底
部
で
は
、

バ
ラ
ス
詰
の
部
分
の
幅
を
調
査
す
る
事
が
出
来

な
か
っ
た
が
、
図
上
で
推
定
す
る
と
、
西
壁
下
と
ほ
ぼ
同
等
の
幅
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
部
分
の
バ
ラ
ス
層
は
南
壁
面
か
ら

石
室
内

へ
約
二
〇
糎
露
出
し
、
そ
こ
で
粘
土
構
床
の
端
と
接
し
て
い
る
の
で
、
壁
体
下
に
あ
る
部
分
の
幅
は
狭
い
こ
と
に
な
る
。

南
壁
と
粘
土
棺
床
と
の
間
で
、

バ
ラ
ス
を
取
り
除
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
こ
こ
で
は
バ
ラ
ス
層
の
下
部
に
当
る
坑
底
面
が
、
僅
か
に
西
方

に
傾
斜
し
て
い
た

（悧
凱
叫
Ｘ
　
従

っ
て
粘
上
棺
床
を
取
巻
く

バ
ラ
ス
層
は
、
排
水
設
備
と
し
て
南
壁
下
で
石
室
内
に
溜
っ
た
水
を

ノ、
ラ
ス
上
に

お
と
し
て
西
方
に
流
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

要
す
る
に
、
石
室
の
短
辺
で
は
こ
の
バ
ラ
ス
の
上
面
に
壁
体
基
底
を
お
い
て
積
み
は
じ
め
ら
れ
、
長
辺
で
は
粘
土
棺
床
の
上
端
に
の
せ
て
積

ま
れ
て
い
る
。
た
だ
し
現
状
で
は
、
長
辺
側
壁
基
底
の
板
石
は
、
粘
土
面
の
上
面
に
約
二
糎
く
い
込
ん
で
い
た

（靱
帥
麟
ト

粘

土
棺
床

　

石
室
の
空
間
の
四
方
は
、
こ
の
よ
う
な
壁
体
の
内
面
に
よ
っ
て
□
ま
れ
て
い
る
が
石
室
の
下
辺
部
の
構
造
を
み
る
と
、
全
面

に
青
白
色
の
精
良
な
る
粘
土
が
敷
か
れ
て
い
る
が
、
諸
所
盗
掘
時
に
掘
り
起
こ
さ
れ
た
ら
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
３
し
か
し
、
中
央
が
に
か
に
弧

を
描
く
、
殆
ん
ど
フ
ラ
ッ
ト
と
み
て
も
よ
い
粘
土
構
床
に
な
っ
て
い
る

（細
凱
四
）
。
た
だ
し
粘
土
棺
床
の
上
面
は
水
平
面
に
対
し
て
、
に
か
に

五

内

部

構

造
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一二〇

北
か
ら
南
側
に
下
る
傾
斜
を
も

っ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
れ
は
直
接
、
坑

の
底
部

に
設
置
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
下
部
か
ら
は
何
の
施
設
も
み
ら
れ

な
か

っ
た

）
こ
の
青
白
色
粘
上
で
作
ら
れ
た
粘
土
構
床
の
長
さ
は
六

・
三
米
、
幅
は
上
底
で

一
・
一
米
、
下
底
で

一
・
六
米
、
厚
さ
約
○

。
二

五
米
で
あ
る

（郷
紙
▼

こ
の
精
良
な
る
粘
上
で
作
ら
れ
た
棺
床
は
先
に
の
べ
た
如
く
中
央
部
で
は
、
わ
ず
か
に
円
弧
を
描
く
程
度
で
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
フ
ラ
ッ
ト
に

な

っ
て
い
る
が
、
粘
土
棺
床
の
長
辺
隅
に
黄
褐
色
粘
上
が
あ

っ
て
円
弧
を
示
す
場
所
が
あ

っ
た
。
こ
れ
か
ら
、
粘
土
棺
床
は
二
過
程
を

へ
て
造

ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
´
そ
れ
に
は
、
次
の
二
つ
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
精
良
な
青
白
色
粘
上
で
断
面
が
梯
形
を
な
す
台
を
造
り
や

や
乾
燥
し
て
硬
化
し
た
頃
、
木
棺
を
安
置
し
、
側
面
の
す
き
間
に
黄
褐
色
の
粘
上
を
つ
め
る
方
法
と
、
同
じ
く
硬
化
し
た
フ
ラ
ッ
ト
な
棺
床
の

上
に
黄
掲
色
の
水
分
を
多
量
合
ん
だ
軟
い
粘
上
を
お
き
、
そ
の
上
に
木
棺
を
安
置
す
る
と
、
木
棺
は
自
重
の
た
め
沈
ん
で
縁

へ
軟
い
粘
上
が
押

出
さ
れ
る
と
い
う
方
法
と
で
あ

っ
て
、
そ
の
い
ず
れ
に
し
て
も
木
棺
の
圧
痕
は
残
り
う
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
と
に
す
る
と
狭
長
な
る
割

竹
形
木
棺
が
入
れ
ら
れ
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
っ
な
お
、
も
し
、
木
棺
の
幅
の
広
い
方
に
遺
骸
の
頭
部
を
む
け
て
葬

っ
た
も
の

と
す
れ
ば
、
北
に
頭
を
同
け
て
い
た
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

墓
　

　

坑

令
一図
鋤
υ
　
　
以
上
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
諸
施
設
を
、
す

っ
か
り
取
り
除
く
と
、
墳
頂
よ
り
掘
り
込
ま
れ
た
、
基
坑
が
明
ら
か
に

な
っ
た
，
墓
坑
の
平
面
は
、
長
方
形
で
、
長
軸
線
を
ほ
ぼ
南

北
に
向
け
て
造
ら
れ
て
い
る
こ
坑
壁
の
傾
斜
は
急
で
約
八
五
度
の
角
度
を
も

っ
て

い
る坑

の
底
面
は
だ
い
た
い
平
坦
で
あ
る
が
、
南
方
に
向
っ
て
約
二
度
の
傾
斜
で
下
っ
て
い
る
。
そ
の
規
模
は
、
残
存
部
の
上
面
の
長
辺
七

・
八

〇
米
、
短
辺
三
、
四
八
米
、
下
面
の
長
辺
七

・
六
四
米
、
短
辺
三
・
九
六
米
、
残
存
の
深
さ

一
・
五
〇
米
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
石
室
の
壁
体
の

規
模
は
こ
の
墓
坑
の
広
さ
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。



た
だ
し
、
墓
坑
の
最
上
縁
部
は
、
現
状
で
は
、
多
少
削
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
発
掘
に
際
し
て
は
石
室
の
壁
体

上
面
の
高
さ
に
お
い
て
、　
坑
の
存
在
を
確
か
め
る
べ
く
努
力
を
払
っ
た
。　
そ
の
結
果
ベ
ン
ガ
ラ
散
布
面
が
、　
東
縁
に

一
線
を
劃
し
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
南
側
で
明
ら
か
た
上
の
色
目
の
わ
か
れ
る
部
分
の
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
坑
の
存
在
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
実
際

に
坑
の
存
在
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
石
室
の
壁
体
の
板
石
を
除
去
し
た
時
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
壁
体
の
外
面
で
は
、
こ
れ

を
性
成
す
る
板
石
や
バ
ラ
ス
が
す
べ
て
坑
壁
に
そ
っ
て
つ
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

註
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
．
砂
鉄
か
ら
鉄
を
造

っ
た
我
国
で
は
案
外
こ
の
方
法
が
は
や
く
か
ら
行
な
わ
れ

①
・　
今
迄
に
よ
く
石
室
が
上
圧
の
た
め
崩
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
が
、
そ
の
ほ
と
　
　
　
　
　
　
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
．

ん
ど
が
板
石
の
ず
れ
に
す
ぎ
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
、
ベ
ン
ガ
ラ
を
顔
料
と
し
て
使
用
す
る
場
合
、
ほ
と
ん
ど
水

（
油
）
液

こ

中
村
吾
寿

・
上
国
宏
範

「
桜
井
泰
田
山
古
墳
」
（
「
奈
良
県
報
告
書
」
第
１９
附
）
　
　
　
　
　
　
す
る
´
そ
の
ま
ま
使
う
の
は
研
磨
剤
と
し
て
利
用
す
る
と
き
で
あ
る
フ

ベ
ン
ガ
ラ
を
造
る
方
法
に
は
二
つ
あ
る
．
そ
の
一
つ
は
黄
上
を
焼
き
、
そ
れ
を
　
　
　
　
　
④
　
筆
者
は
発
掘
調
査
に
か
加
し
て
実
見
し
た
。

扮
未
に
し
、　
水
洗
し
て
採
集
す
る
，　
そ
の
他
は
砂
鉄
を
礎
い
て
造
る
方
法
で
あ
　
　
　
　
　
⑤
　
准
岩
質
の
も
の
で
緒
名
川
で
採
集
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
．

O.9
石
室
内
部
の
遺
物
は
、
前
述
の
如
く
数
回
に
も
及
ぶ
盗
掘
の
た
め
、
殆
ん
ど
持
ち
去
ら
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
盗
掘
は
徹
底

し
て
行
な
わ
れ
、　
粘
土
棺
床
は
掘
り
荒
さ
れ
東
壁
の
上
半
分
は
殆
ん
ど
取
り
去
ら
れ
て
い
た
っ　
し
か
し
、　
何
度
目
か
の
盗
掘
の
際
、　
恐
ら
く

は
、
粘
土
棺
床
を
掘
り
荒
し
た
時
、
粘
土
棺
床
の
上
と

一
諸
に
は
り
投
げ
た
ら
し
く
、
土
師
器
片
、
管
玉
、
ガ
ラ
ス
製
小
玉
、
碧
玉
製
釧
の
破

片
が
東
壁
の
盗
掘
坑
上
に
散
乱
し
、
ま
た
粘
土
棺
床
上
に
み
ら
れ
た
と
同
様
な
色
調
の
赤
色
顔
料
が
混
入
し
て
い
た
Э
こ
れ
は
分
析
の
結
果
朱

で
あ
る
こ
と
が
判

っ
た
。
ま
た
、
北
側
で
粘
土
棺
床
の
黄
褐
色
粘
土
に
混
じ
っ
て
ガ
ラ
ス
製
小
玉
が
数
十
個
検
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
石
室
内

一ハ
　
石
室
内
の
遺
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
十

エハ

石
室
内
の
遺
物

〔
図
版
第

一
六
〕
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で
原
位
置
を
保
つ
遺
物
は
何

一
つ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
述
べ
る
と
次

の
如
く
で
あ
る
。

脚
付
塊
形
土
師
器

（悧
組
弟
）
　

　

一
個
ε
細
片
に
な
っ
て
出
土
し
た
が
、
復
原

し
て
そ
の
特
異
な
器
形
が
明
ら
か
に
な

っ
た
ｃ
　
そ
れ
は
垂
直
に
立
ち
上
る
国

縁
を
も

っ
た
、
　
下
ぶ
く
れ
の
す
る
坑
形
の
器
体
に
、
　
上
下
三
条
の
凸
帯
を
続

ら
し
、
裾
開
き
の
脚
を
持

っ
た
土
師
器
で
あ
る
．
胎
上
は
精
選
さ
れ
た
良
質
の

も
の
で
あ
る
が
焼
成
は
脆
明
で
あ
る
，
色
調
は
灰
褐
色
で
、
内
面
に
は
よ
く
刷

毛
目
を
残
し
て
い
た
。
器
高
三
二

。
一
糎
日
径

一
七

。
二
糎
、
境
部
の
高
さ

一

六
糎
、
脚
下
径

一
五

・
八
糎
で
あ
る

（第
１２
Ｎ
▼
）

碧
玉
製
釧

（靱
�
第
）
　

一
個
。
出
上
し
た
時
は
破
砕
し
て
い
た
が
、
彼
片
を

集
め
る
と
完
形
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
き
め
の
細
か
い
黄
緑
色
の
碧
玉
製
で
、

表
面
が
よ
く
磨
か
れ
て
い
る
。
外
側
の
上
半
部
の
み
に
放
射
状
の
刻
線
を
ほ
ど

こ
し
、　
下
半
部
に
は

一
種
の
く
り
形
を
ほ
ど
こ
し
た
型
式
に
属
す
る
。　
刻
線
の
刻
み
方
は
円
周
を
三
分
す
る
位
置
に
、　
そ
れ
ぞ
れ
四
粂
の
広

い
溝
を
配
し
、
そ
の
間
を
、
全
体
に
わ
た
っ
て
細
か
い
条
で
う
ず
め
て
い
る
。
外
径
八

・
一
糎
、
内
径
五

・
五
糎
、
高
さ

一
・
七
五
糎
で
あ
る

（ヽ

‐３
照
）
ｏ

碧
玉
製
管
玉

（
一一図
釉
第
）
　

六
個
。
比
較
的
小
型
に
属
す
る
も
の
で
寸
法
は
不
定
で
あ
る

（第
２
表
）
。
表
面
は
滑
沢
の
あ
る
淡
緑
色
の
碧
玉
で

作
ら
れ
て
い
る
。

穿
孔
は
両
端
か
ら
お
こ
な

っ
て
い
る
も
の
が
多

い

（第
１４
図
）
０　
ま
た
両
端

の
磨
滅
し
た
も
の
が
多
く
長
期
に
わ
た

っ
て
使

第 12図 脚付娩形土器実inlロ
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一

３

．

８

一

２

．

２一

第 2表  管玉計測表 (単位粍)

長 サ  外 径  内 径

21.7  1

1  言十二〇0.9

分
布
を
し
ら
べ
る
と
第
４
表
の
グ
ラ
フ
が
得
ら
れ
た
。

こ
れ
を
通
覧
し
て
み
る
と
、
長
さ
で
は
約
二
粍
が
も

っ
と
も
多
く
、
次
い
で
約
五

・
五
粍
ま
で
波
形
を
描
い
て
、
漸
次
減
少
す
る
よ
う
で
あ

る
´
た
だ
し
、
三
粍
よ
り
小
さ
い
も
の
は
極
め
て
少
な
い
。

外
径
、
内
径
と
も
よ
く
類
似
し
た
山
形
の
曲
線
を
え
が
き
、
い
づ
れ
も
、
径
の
小
さ
い
も
の
よ
り
径
の
大
き
い
も
の
の
方
が
、
数
多
く
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
ｃ

こ
れ
ら
よ
り
、
長
さ
と
い
う
も
の
は
、
約
二
粍
の
も
の
が
最
も
作
り
易
く
れ
そ
れ
よ
り
小
さ
く
作
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ

っ
た

ら
し
い
↑
約
二
粍
と
い
う
の
が

一
個
あ

っ
た
が
こ
れ
は
製
作
中
偶
然
に
剖
れ
て
出
来
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

外
径
、
内
径
に
つ
い
て
み
る
と
、
径
の
大
き
い
も
の
が
径
の
小
さ
い
も
の
よ
り
数
多
く
、
し
か
も
、
あ
る

一
定
の
径
の
も
の
が
多
数
し
め
る

と
い
う
の
は
、
物
体
を
引
伸
す
と
き
に
生
じ
る
現
象
に
類
似
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、　
一
つ
の
粘
体
物
を
両
端
か
ら
ひ
っ
ぱ
る
と
両
端
近
く
は

大
く
、
中
央
に
よ
る
に
従

っ
て
、
あ
る
段
階
ま
で
は
急
速
に
細
く
な
る
が
、
そ
れ
か
ら
ほ
ぼ
同
じ
太
さ
で
続
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
グ
ラ
フ
は

そ
の
製
作
法
を
暗
示
す
る
よ
う
で
あ
る
。

５

。

３

一

４

．

８

８

一

７

・３

一

９

三
四

用
さ
れ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

ガ
ラ
ス
製
小
玉

（
一図
釉
第
）

　

約
八
九
個
。
灰
青
色
の
不
透
明
な
気
泡
の
多
い
、
ｔ
か
も
全
部

が
同
質
と
み
ら
れ
る
ガ
ラ
ス
で
作
ら
れ
た
小
玉
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
各
寸
法
を
通
覧
し
て
み
る

と
、
長
さ
は
、
六

・
五
粍
か
ら
二

。
一
粍
、
外
径
は
、
六
粍
か
ら
二

・
六
粍
、
内
径
は
、
三

。

八
粍
か
ら
○

・
八
粍
ま
で
と
い
う
大
小
ま
ち
ま
ち
の
も
の
で
あ

る

（第
３
表
）
。

し
か
し
こ
れ

等
は

一
見
不
規
則
の
も
の
に
み
え
る
が
、
各
個
体
に
つ
い
て
の
、
長
さ
、
外
径
、
内
径
の
頻
度
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第 4装 カラス製小玉計測頻度ブ〔
A内 イ登 Bfミ サ Cマト径

1 2 3 4 5 6 7 nlh

第 3 k カラス製小よ旨l illプ iく !11位 托)

1   4.0  3.3

2   3.3  4.4

3  3.1 3.5
4    4.6   3,7

5    3.4   3.2

6   3.0  3.8

7    3.6   3.8

8   4.2   4.1

9    2.9   4.0

10   2.8   3.1

11  2.4  3.3

12   2.4   4.5

13 2.1 4.1
14   2.8   4,0

15   3.8   3.2

16   4.0   3.8

1 17   4.3   3.2

18   3.1   3.2

1 19   3.1   3.2

20   3.0   4.1

21   3,0   4.3

1 22   2.8   4.2

1 23   3.0   3.2

24   3.8   4.0

25   3.9   5,0

26   2.8   3.2

27   2,8   3.3

28   3.6   3.0

29   3.0   4.1

30   2.5   5.4

81 4.4 4.5
32   3.0   4.6

33   4.5   4.6

34   4.2   5.0

35   4.6   5.3

36   5,1   6.0

37   3,8   5.1

38   4,0   3.8

39   5,0   5.1

40   3.2   4.8

41   3.0   4.5

42   4.8   4.3

43   3.3   3.2

44   4.1   4.2

下≧さ  タトイる  「勺4発 長 さ

45   4,0

46   3,7

47   3.2

48   3.6

49   8.0

50 1  3.5

51 3.1
52 1  3.1

53   3,6

54   4.5

55   3.0

56   3.1

57   5.5

58   5,3

59   6.5

60   6.5

61   5.8

62   5.3 1

63   5。 3

64   6.1

65 ,  4.2

66 1  4.3 !

67.4.51
68 .  5.5 -

69   4.2

70   5.5

71 5.0
72   4.9

73 1  3,6

74 !  4。 1

75   3.3

76   3.0

77   5.5

78   5。 1

79   4.6

80   3.2

81   4.5

82   4.2

83   4.4

84   4.0

85   4.6

86   4.4

87   5,4

クトイ1/‐   Iア可イヽ

4.2   1,7

4.8  2.3

5.1 1.5
4.3 1,8
4.1 1.4
4.4 1.2
4.6  2.0

4,0  2,0

4.5 1.4
4 2   1,9

4.6   1,9

5,5 1,9
4.5 2.7
5.3 3.8
4.8 2.1
5.5 1,7
4.1 2.1
3.8 1.6
3.5‐  1,8

4.ti l.5

5,4 1.8
4.2  1.0

4,0   2.0

4.6   1,2

3.1 1,6
4.0  1.5

4,0   1.2

3.8  1.7

3.6   1.4

4.0  1。 2

4.4  1.2

3.2  1,7

3.2   1.5

4,2   1.4

4.6   1.2

4.3   2.2

5.0 2.1
4.1 1.8
3.8  1.4

3.8   0.8

2.6   1.2

4.4   1.3

6.0  1.5

1.2

1.8

1.4

1.8

1.4

1.8

1,7

1.8

2.1

1.4

1.3

1.8

1.8

1.8

1.2

1.4

1.8

2.0

1.8

1.9

2.1

2.0

1.7

1.8

1,7

1.7

1,3

1.9

2.0

2.8

1,8

1.8

1.2

2.1

1.8

2.5

1.8

1.5

1.9

2.1

2.1

2.0

1.3

1.8

事
実
、
ガ
ラ
ス
製
小
玉
の
中
に
合
ま
れ
る
気
池
に
細
長
く
な
っ
た
気
泡
が
あ

っ
て
ガ
ラ
ス
の

溶
解
時
に
引
伸
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
に
基
づ
い
て
実
験
的
に
小
王
の
製
作
を
し

て
み
る
過
程
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

ガ
ラ
ス
塊
を
炎
で
あ
ぶ
っ
て
赫
熱
す
る
と
や
が
て
軟
ら
か
く
な
っ
て
く
る
．
そ
れ
を
吹
管
の

先
に
附
着
さ
せ
て
空
気
を
吹
き
こ
む
、
す
る
と
脹
ら
ん
で
球
体
と
な
る
。
球
の
径
が
二
糎
乃
至

三
糎
程
度
に
な
る
と
、
他
端
に
ガ
ラ
ス
塊
を
付
着
さ
せ
吹
管
を
ゆ
る
や
か
に
引

っ
ば
る
、́
す
る

と
球
体
は
引
伸
さ
れ
て
中
空
の
ガ
ラ
ス
管
と
な
る
。
こ
れ
を
冷
却
後
、
三
粍
程
に
切
断
す
る

二
五
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一三
ハ

こ
れ
を
直
接
火
の
中
に
投
入
す
る
か
、　
或
い
は
、　
針
金
状
の
不
燃
性
の
も
の
を
穴
に
連
ね
通
し
て
炎
に
か
ざ
す
。　
す
る
と
再
び
溶
解
を
始
め

て
、
切
断
面
が
ガ
ラ
ス
の
駐
集
力
に
よ
っ
て
丸
味
を
も
ち
始
め
る
。
こ
れ
を
適
当
な
時
に
止
め
る
と
小
玉
が
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
ガ
ラ
ス
製
小
玉
は
こ
の
よ
う
な
吹
ガ
ラ
ス
法
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

鉄
　
製
　
Ｅ岬
　

鉄
剣
叶
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
表
面
に
木
片
が
附
着
し
て
い
た

（第
１５
図
）。

七

埴

輪

円

筒

棺

〔
図
版
第

一
四
十
第

一
五
〕

発
掘
調
査
中
検
出
さ
れ
た
埴
輪
円
筒
棺
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
〕

第

１
号
棺

（細
町
弟
）
　

第

一
号
棺
は
前
方
部
の
平
坦
面
が
、
ま
さ
に
後
円
部
の
斜
面
に
移
行
し
よ
う
と
す

る
と
こ
ろ
の
、
墳
丘
の
主
軸
線
上
に
埋
め
ら
れ
て
い
た

（郷
凱
）
。
当
初
、
円
筒
埴
輸
が
横
倒
し
た
も
の
か
と
考

え
た
が
、
埴
輪
破
片
上
に
、
厚
さ
約
五
糎
の
青
白
色
の
粘
上
が
覆
う
て
い
る
な
ど
の
理
由
に
よ

っ
て
ぉ
埴
輪
円

筒
棺
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
の
円
筒
棺
は
、
　
大
型
の
朝
顔
形
円
筒
埴
輪
の
日
顎
部
を
取
除

い
た
も
の
を

利
用
し

た
、　
単
棺
で
あ
る

（第
‐６
図
）
。　
円
筒
棺
の
主
軸
は
北
西
か
ら
東
南
に
向
か
い
■　
古
墳
の
主
軸
の
方
向
と
は

一
致
し
て
い
な
い
ｔ

棺
は
水
平
に
お
か
れ
て
横
た
わ

っ
て
い
た
。
棺
の
開
国
が
後
円
部
に
面
す
る
部
分
に
は
、
除
去
し
た
回
頸
部
お

よ
び
別
個
体
の
埴
輪
の
破
片
を
も

っ
て
蓋
と
し
く
い
た
。
ま
た
胴
部
に
あ
る
三
角
形
の
透
し
孔
も
別
個
体
の
埴

輸
片
を
以

っ
て
塞
が
れ
、
さ
ら
に
そ
の
外
側
を
、
青
灰
色
の
粘
土
に
よ

っ
て
被
覆
さ
れ
て
い
た
。
棺
を
除
去
す

第 15図   鉄 製 品 (拘 2ξ )



綴
働
〃

七
　
埴
輪
町
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第 16図 第1号埴輪円筒棺出土状態実測図

る
と
、
粘
土
が
坑
底

一
杯

に
拡
が

っ
て
数
か
れ
て
い
た
。

こ
の
こ
と
か
ら

円
筒
棺
埋
葬
時

に
は
、
ま
ず
坑
を
掘
り
粘
上
を
数
き
、
構
を
安
世
し
、
さ
ヽ

ら

に
上
部
を
粘
土
で
巻

い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
ぅ
坑

の
長
さ

一
〇

三
糎
、
幅
六
〇
糎
、
深
さ
二
〇
糎
で
あ
る
。

副
葬
品
と
し
て
、
棺
底
中
央
報

に
刃
先
を
前
方
部

に
向
け
て
刀
子

一
本

が
あ

っ
た
ｃ

第

２

号

棺

（
一図
謝
第
）
　

後
円
部
の
北
側
、
古
墳
基
底
部
封
上
に
、
主

軸
を
北
西
か
ら
東
南

に
向
け
て
、
ほ
ぼ
水
平

に
横
た
わ

っ
て
埋
ま

っ
て
い

た

（卿
凱
）
。

こ
れ
は
二
個
の
埴
輪
か
ら
な
り
、
径
の
小
さ
い
方
を
径
の
大

き

い
方

の
埴
輪

に
挿
し
込
ん
だ
組
み
合
わ
せ
式
棺
に
属
す
る
も
の
で
あ
る

（第
１７
図
）。

北
側
に
あ
る
小
口
径
の
埴
輪
は
、
そ
の
上
端
が
丸
味
を
も
っ
て
終
わ
る

も
の
で
、
形
象
埴
輪
と
考
え
れ
ば
、
恐
ら
く
頭
巾
埴
輪
と
で
も
い
う
べ
き

も
の
を
利
用
し
て
い
る
ｃ
頭
巾
埴
輪
と
み
れ
ば
、
そ
の
顔
に
当
る
透
し
の

部
分
に
、
他
の
小
さ
い
埴
輪
片
を
の
せ
て
塞
い
で
あ
っ
た
。
南
側
に
あ
る

大
口
径
の
埴
輪
は
、
円
筒
形
を
呈
し
て
両
端
の
開
口
す
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
前
者
と
組
み
合
わ
さ
れ
な
い
方
の
開
□
部
は
、
第
１
号
棺
の
ば
あ
い

三
七



茶
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三
八

と
同
様
に
埴
輸
片
を
以
っ
て
、　
塞
い
て
い
た
。　
な
お
、　
各
埴
輪
の
三
角
形
の
透
し
孔
の
部
分
に
も
、　
外
側
か
ら
埴
輪
片
を
以
っ
て
塞
い
て
い

た
。
こ
の
棺
に
は
、
被
覆
粘
土
や
遺
物
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
棺
の
全
長
は
約

一
・
三
二
米
で
あ
る
。

第
１
号
棺
に
用
攣
り
れ
た
埴
輪

（
一図
噺
瞬
）
　

ラ
ッ
パ
状
に
大
き
く
外
反
す
る
日
顕
部
を
、
下
方
か
ら
上
方
に
む
か
っ
て
遂
次
細
ま
る
円
筒
の
上

端
に
附
け
た
形
の
、
大
型
の
朝
顔
形
円
筒
埴
輸
で
あ
る
。

円
筒
部
は
、
ほ
ぼ
等
間
隔
に
凸
帯
五
条
を
巡
ら
し
六
段
に
わ
け
て
い
る
。
三
角
形
の
透
し
孔
は
二
段
目
と
四
段
目
と
に
あ
っ
て
、
四
孔
が
向
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イ
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七
　
埴
輪
円
筒
棺
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い
合
わ
せ
に
あ
け
ら
れ
て
い
る
。
胎
上
に
は
細

砂
が
況
人
し
て
い
る
が
、
比
較
的
き
め
の
細
か

い
粘
上
を
用
い
て
い
る
。
焼
成
は
、
お
お
む
ね

良
好
で
、
色
調
は
赤
褐
色
を
呈
し
、　
一
部
に
黒

斑
が
あ
る
。
表
裏
両
面
に
細
か
い
刷
毛
目
が
残

っ
て
い
る
。

器
高
約

一
・
一
〇
米
、
国
径
約
七
四
糎
、
顕

部
の
径
約
四

一
糎
、
底
径
約
四
八
糎
、
三
角
孔

の

一
辺
約

一
〇
糎

（第
１８
図
）ｏ

第
２
号
棺
に
用
い
ら
れ
た
埴
輪

（剤
醜
嚇
づ

こ
れ
は
円
筒
埴
輪
と
頭
巾
埴
輪
と
の
組
み
合
わ

せ
か
ら
な
っ
て
い
る
。

両
者
の
う
ち
大
き
い
径

を

持

つ
円
筒
埴
輪

（靱
軸
明
）は
下
端
を
欠
失
し
て
お
り
、
残
存
部
に

は
凸
帯
四
条
を
巡
ら
し
て
い
る
。
三
角
形
の
透

し
孔
は
二
段
目
と
四
段
目
と
に
あ

っ
て
四
孔
が

向
い
あ
わ
せ
に
あ
け
ら
れ
て
い
る
。
胎
土
は
良

三
九



茶
田
山
古
埴
の
研
究

‐一【

四
〇

好
で
あ
る
が
焼
成
は
や
や
脆
弱
で
あ
る
。

残
存
高
約
六
四
糎
、
　
日
径
約
二
七
糎
、
　
底
径
約
四

二
糎
、
三
角
孔
の

一
辺
約
八
糎

（第
１９
図
）。

他
方
は
、
円
筒
の
上
部
を
半
球
体
状
に
作
り
、
そ
の

前
面
に
ア
ー
チ
形
の
窓
を
明
け
た
頭
中
の
形
象
埴
輪
と

み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

（烈
帥
鵬
Ｘ
　
半
球
体
の
部
分
は

径
約
二
四
糎
、
高
さ
約

一
八

・
六
糎
あ

っ
て
、
そ
こ
に

幅
約

一
二
糎
、
縦

一
一
糎
の
ア
ー
チ
形
の
窓
が
あ
け
ら

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
上
方
に
は
、
左
右
に

一
本
づ

つ
斜
め
に

一
八
字
形
」
に
、
幅
約
二
糎
の
帯
の
剥
離
し

た
跡
が
あ
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
頭
中
に
つ
け
ら
れ
た

紐
を
表
わ
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
半
球
体
の
台
に
あ
た

る
円
筒
は
、
か
な
り
著
し
く
上
部
に
向
か
っ
て
細
ま
る

も
の
で
、
残
存
部
に
は
凸
帯
四
条
を
巡
ら
し
五
段
に
わ

け
て
い
る
。
三
角
形
の
透
し
孔
は
二
段
目
と
四
段
日
と

に
四
孔
向
い
合
わ
せ
に
あ
る
。
底
部
は
棺
と
し
て
使
用

す
る
時
に
か
き
と
ら
れ
て
い
る
。
上
部
の
頭
巾
部
の
厚

一））∨‐‐‐

第 19図 第 2号埴輪円衛棺復原後しD実測図



さ
は
約

一
糎
で
、
比
較
的
う
す
く
ま
入
り
に
作
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
類
品
の
乏
し
い
こ
の
埴
輪
を
形
象
埴
輪

と
推
定
し
た
の
は
、
も
し
こ
れ
が
円
筒
棺
用
と
し
て
特
別
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
底
部
を
代
取
る

と
い
う
こ
と
や
、　
一
般
的
な
円
筒
埴
輪
と
組
み
合
わ
せ
た
り
し
な
い
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

残
存
部
の
器
高
約
八
六
糎
、
底
径
約
二
四
糎

（第
１９
図
）。

埴
輪
円
筒
棺
内
出
土
遺
物

（
一図
噺
財
）
　

全
長
約
六

・
八
糎
、
刃
部
約

一
・
〓
一糎
、
把
の
長
さ
約

一
・
九
糎
の
鉄

製
の
刀
子
で
あ
る
。
把
部
に
は
銹
着
し
た
木
質
部
が
残

っ
て
い
る

（第
２０
図
）
。

八

茶
臼
山
古
墳
に
関
す
る
諸
問
題

以
上
の
記
述
を
通
し
て
池
田
市
茶
臼
山
古
墳
の
調
査
の
結
果
を
概
観
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
歴
史
的
に

如
何
な
る
意
義
と
問
題
点
を
合
む
か
に
つ
い
て
次
に
考
察
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

調
査
の
結
果
の
顕
著
な
成
果
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
石
室
の
築
造
方
式
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
、
こ
れ
に

も
と
づ
き
、
わ
れ
わ
れ
は
石
室
の
築
造
過
程
を
推
察
し
復
原
す
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
に
な
っ
た
。

石
室
築
造
過
程

ま
ず
、
稿
を
進
め
る
順
序
と
し
て
、
池
田
市
茶
臼
山
古
墳
の
石
室
の
築
造
過
程
を
図
解
し
な
が
ら
述
べ
る
こ
と
に
し
よ
う
）
第
２‐
図
は
実
測

国
を
基
に
し
て
、
ほ
ぼ
正
確
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
図
の
性
格
上
、

バ
ラ
ス
や
板
石
の
配
置
を
模
式
化
し
た
部
分
も
あ
る
こ
と
を
断
わ

っ
て
お
き
た
い
。

い
　
ま
ず
、
墳
頂
に
竪
坑
を
掘
る
。
竪
坑
の
規
模
は
、
築
造
当
時
を
推
定
す
る
と
上
部
に
お
い
て
長
辺
七

。
八
〇
米
、
短
辺
三

・
六
〇
米
、

一八
　
泰
口
山
古
墳
に
関
す
る
詣
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

一

5cm
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四
二

茶
国
山
古
墳
の
研
究

医
面
に
お
い
て
長
辺
七

・
五
五
米
、
短
辺
三

・
九
五
米
、
深
さ
約
二
米
の
も
の
で
坑
壁
は
八
〇
度
か
ら
八
五
度
の
傾
斜
を
も
た
せ
、
坑
底
は
ほ

ぼ
平
坦
に
す
る
。
た
だ
し
、
坑
底
面
は
完
全
な
水
平
面
で
は
な
く
、
漸
次
北
方
か
ら
南
に
下
る
傾
斜
が
つ
け
ら
れ
、
さ
ら
に
坑
の
南
端
に
幅
約

七
五
糎
幅
で
、
西
に
傾
斜
す
る
濤
が
っ
く
ら
れ
る
。
出
来
上
が
る
と
、
よ
く
清
掃
さ
れ
、
余
分
の
上
は
排
出
さ
れ
る
。

切
　
次
に
坑
底
の
ほ
ぼ
中
央
に
、　
精
良
な
青
白
粘
上
を
使

っ
て
、　
南
北
に
長
く
厚
さ
約
二
〇
糎
で
断
面
が
梯
形
を
呈
す
る
棺
床
が
作
ら
れ

る
Э
粘
土
棺
床
の
長
さ
は
木
棺
の
大
き
さ
に
応
じ
て
決
め
ら
れ
で
あ
ろ
う
が
、
幅
は
、
木
棺
よ
り
は
い
く
ら
大
き
く
作
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
ま

た
粘
土
棺
床
の
側
面
に
ベ
ン
ガ
ラ
が
塗
沫
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
次
の
③
の
よ
う
な
段
階
に
木
棺
を
安
置
さ
れ
た
も
の
と
す
る
と
、
木
棺
ぐ
る
み

粘
土
棺
床
の
側
面
も
同
時
に
ベ
ン
ガ
ラ
が
塗
沫
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

９
　
こ
の
よ
う
に
し
て
出
来
た
粘
土
棺
床
上
に
割
竹
形
木
棺
を
安
置
し
、
木
棺
の
底
部
側
面
に
棺
の
安
定
を
県
つ
た
め
に
黄
褐
色
粘
上
が
つ

め
ら
れ
る
っ
た
だ
し
、
こ
れ
は
木
棺
安
置
の

一
時
期
を
示
す
も
の
で
、
当
然
⑤
の
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。

叫
　
こ
の
粘
土
棺
床
の
ま
わ
り
に
、
土
砂
の
混
入
し
な
い
、
よ
く
洗

っ
た
バ
ラ
ス
を
、
粘
土
棺
床
と
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
ま
で
入
れ
る
。

働
　
バ
ラ
ス
上
面
に
板
石
を
丁
寧
に
敷
き
つ
め
る
。
板
石
は
粘
土
棺
床
の
肩
部
に
端
を
わ
ず
か
に
か
け
る
よ
う
に
し
、
石
室
内
面
に
な
る
都

分
は
特
に
注
意
し
て
三
枚
づ
つ
重
ね
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
板
石
を
敷
き
つ
め
る
と
、
そ
れ
が
木
棺
安
置
の
た
め
の
足
場
に
も
な
り
、
ま
た
、
見
た
眼
の
感
じ
も
よ
く
な
る
。
こ
こ
で
割
竹

形
木
棺
が
運
ば
れ
粘
土
棺
床
上
に
安
置
さ
れ
る
。
そ
の
時
、
底
部
に
黄
褐
色
粘
土
を
つ
め
て
安
定
を
保
つ
よ
う
に
す
る
。

も

っ
と
も
、　
割
竹
形
木
棺
の
安
置
順
序
に
つ
い
て
は
、　
先
に
述
べ
た
よ
う
に
粘
土
棺
床
の
設
置
と
同
時
に
安
置
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
こ
こ
で
は
最
下
部
の
板
石
が
特
に
入
念
に
配
列
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら

（
こ
れ
は
、
積
み
上
げ
る
た
め
の
基
準
に
な
る
か
ら
特
に
入
念
に

さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
）
木
棺
の
安
置
が
さ
れ
る
前
の
時
期
で
あ
る
と
も
み
た
の
で
あ
る
。



⑪
　
つ
ぎ
に
石
室
の
壁
体
か
木
棺
を
覆
う
様
に
四
周
か
ら
積
ま
れ
る
。
壁
体
を
積
む
順
序
は
下
底
部
に
あ
っ
て
は
東
西
の
長
辺
を
先
に
し
、

南
北
の
短
辺
は
後
に
つ
ま
れ
た
。
そ
の
場
合
、
東
西
両
壁
の
壁
面
の
位
置
は
、
粘
土
棺
床
上
に
敷
か
れ
た
板
石
の
内
縁
線
よ
り
、
三
糎
ほ
ど
外

方
に
お
か
れ
て
い
る
。

壁
体
の
積
み
方
は
、
内
壁
面
と
背
後
の
控
積
の
部
分
と
で
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
内
壁
面
は
板
石
の
み
を
小
日
積
み
に
し
て
作
ら
れ
る
。
し

か
も
、
内
壁
面
に
あ
ら
わ
れ
る
板
石
の
側
面
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
ベ
ン
ガ
ラ
を
塗
沫
し
て
積
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
控
積
の
部
分

は
、
バ
ラ
ス
と
板
石
層
と
を
交
互
に
積
み
重
ね
て
い
る
。
■
の
板
石
層
は
各
層
共
に
二
、
四
枚
の
板
石
を
重
ね
て
作
ら
れ
て
い
る
。
図
は
バ
ラ

ス
の
入
れ
ら
れ
た
時
の
状
態
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
バ
ラ
ス
が
利
用
さ
れ
た
の
は
、
板
石
よ
り
も
バ
ラ
ス
の
方
が
手
に
入
れ
易
い
と
い
う
点
も

あ
ろ
う
。
ま
た
、
板
石
ば
か
り
使
用
す
る
よ
り
も
、
バ
ラ
ス
を
交
互
に
交
え
た
方
が
、
浸
透
し
た
雨
水
を
速
や
か
に
坑
底
に
導
く
こ
と
が
で
き

る

一
方
、
板
石
伝
い
に
石
室
内
に
雨
水
が
流
入
し
な
い
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
ら
れ
た
か
も
知
れ
な
い
。

側
　
次
に
バ
ラ
ス
の
上
に
、
板
石
を
石
室
内
壁
よ
り
敷
き
つ
め
て
い
る
。
こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
こ
と
は
、
石
室
内
壁
に
面
す
る
板
石
を
、
控

積
の
板
石
で
押
さ
え
、
漸
次
内
壁
の
荷
重
を
外
側
に
配
分
す
る
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
状
態
か
ら
、
内
壁
を
築
き

上
げ
た
後
に
控
積
を
行
な
っ
た
の
で
は
な
く
、　
内
壁
と
控
積
と
を
同
時
に
積
み
上
げ
て
行
っ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
　
か
つ
控
積
の
板
石
層
の

数
か
ら
い
え
ば
、
石
室
の
壁
体
は
数
段
階
の
操
作
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
坑
の
内
に
無
秩
序
に
投
入
す
る
と
い
う
形

で
、
板
石
と
砂
利
と
を
入
れ
た
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
。

働
　
壁
体
が
ほ
ぼ
で
き
あ
が
る
と
、　
そ
の
上
面
に
板
石
を
敷
き
な
ら
べ
て
整
え
、　
さ
ら
に
そ
の
上
部
を
、　
全
面
に
わ
た
っ
て
粘
上
で
被
覆

ｔ
、
粘
土
の
表
面
に
ベ
ン
ガ
ラ
を
塗
沫
す
る
。
そ
の
後
、
天
丼
石
を
前
方
部
か
ら
墓
坑
内
に
搬
入
し
て
石
室
上
部
に
横
架
し
て
閉
鎖
す
る
。
天

井
石
を
横
架
す
る
に
は
、
如
何
な
る
方
法
を
用
い
た
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
天
丼
石
下
に
な
っ
た
被
覆
粘
上
が
、
何
ら
損
傷
さ
れ
る
こ
と
な
く

八
　
茶
日
山
古
墳
に
関
す
る
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三



茶
日
古
墳
の
山
研
究

四
四

遺
存
さ
れ
て
い
る
等
の
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
釣
り
上
げ
て
す
え
た
こ
と
も
あ
り
得
よ
う
。

側
　
次
い
で
天
丼
石
の
上
部
を
厚
さ
約
二
〇
糎
の
粘
上
を
以
っ
て
被
覆
す
る
。
こ
の
粘
土
面
に
も
部
分
的
に
ベ
ン
ガ
ラ
塗
沫
の
痕
跡
を
認
め

た
が
、
あ
ま
り
顕
著
で
は
な
か
っ
た
。

側
　
天
丼
石
の
被
覆
粘
上
の
上
面
に
細
礫
の
混
入
す
る
黄
褐
色
上
を
お
お
い
、
　
こ
れ
を
つ
き
固
め
る
。
　
こ
れ
で
石
室
が
完
全
に
埋
没
さ
れ

た
。
最
後
に
、
排
出
さ
れ
た
上
を
埋
め
も
ど
す
。
以
上
の
よ
う
な
経
過
で
石
室
が
作
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
池
田
市
茶
臼
山
古
墳
調
査
の
結
果
、
ま
ず
、
盛
土
よ
り
な
る
墳
頂
に
深
さ
二
米
た
ら
ず
の
竪
坑
を
は
り
、
そ
の
坑
底
に
石
室

を
築
く
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
こ
で
、
ふ
り
か
え
っ
て
、
墓
坑
を
み
る
と
、
こ
れ
が
は
た
し
て
、
墳
丘
築
造
後
に
掘
ら
れ
た
も
の
か
、
或
い
は
、
封
土
を
積
み
上
げ
な
が

ら
、
作
ら
れ
た
も
の
か
、
明
確
で
な
い
の
で
、
く
り
か
え
し
て
こ
れ
を
吟
味
し
て
み
よ
う
。

さ
て
石
室
壁
体
上
面
の
図
を
見
る
と

（細
帥
）
、
そ
の
外
縁
は
凹
凸
が
あ

っ
て
奇
異
な
感
じ
を
う
け
る
。
た
と
え
ば
、
東
南
隅
の
角
は
、
鋭
角

に
近
く
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
西
壁
中
央
位
で
は
、
外
縁
線
に
い
ち
じ
る
し
い
く
い
ち
が
っ
た
所
も
あ
る
。
墓
坑
の
平
面
形
が
、
こ
の
よ
う
な

不
整
な
状
態
で
検
出
さ
れ
る
こ
と
は
、
遺
存
し
て
い
る
壁
体
が
、
坑
を
掘
り
始
め
た
位
置
、
す
な
わ
ち
坑
日
か
ら
み
れ
ば
、
や
や
坑
中
に
さ
が

っ
た
部
分
に
あ
た
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
い
い
か
え
れ
ば
設
定
さ
れ
た
坑
国
の
形
は
Ｌ
お
そ
ら
く
も

っ
と
、
長
方
形
に
近
い
も
の
で
あ

っ
た
ろ
う

と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
関
連
す
る
こ
と
で
、
我
々
が
し
ば
し
ば
体
験
す
る
の
で
あ
る
が
、
坑
を
掘
る
時
、
最
上
面
は
縄
張
り
に
従
が
っ
て
掘
る

の
で
、
上
縁
の
線
は
み
だ
れ
ず
に
、
そ
ろ

っ
て
い
る
が
、
下
方
に
進
む
に
従
が

っ
て
凹
凸
を
生
じ
る
。

シ
ヤ
ベ
ル
を
用
い
て
も
素
人
で
は
、
き

れ
い
な
面
は
な
か
な
か
出
来
な
い
。
そ
の
う
ち
に
、
凹
凸
を
修
整
し
て
い
る
つ
も
り
が
、
部
分
的
に
、
ほ
り
進
め
、
さ
ら
に
凹
凸
を
大
き
く
し

て
し
ま

っ
た
体
験
は
誰
し
も
あ
る
だ
ろ
う
。
も
し
、
そ
れ
と
同
様
に
考
え
て
誤
り
が
な
け
れ
ば
、
同
時
に
そ
れ
は
、
こ
の
基
坑
が
墳
丘
を
積
み



上
げ
て
行
く
に
し
た
が

っ
て
、
坑
壁
を
た
た
き
し
め
る
な
ど
の
方
法
で
作
ら
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
を
認
め
う
る
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
坑
の
内
に
築
造
さ
れ
た
石
室
は
ど
の
様
な
も
の
で
あ

っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
が
、
そ
れ
は
何
処
で
も

一
般
的
に
行
な

わ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
か
ぅ
ま
ず
、
石
室
内
部
に
限
を
―１１１
け
て
み
よ
う
。

狭
長
な
る
竪
穴
式
石
室
の
は
部
に
断
面
が
、
し
宇
形
に
凹
ん
だ
粘
土
が
長
く
続
い
て
グ
ヽ
の
上
面
に
副
葬
品
が
並
べ
ら
れ
て
ｔゝ
る
フ
か

っ
て
、

こ
の
粘
土
そ
れ
白
休
が
棺
で
あ
り
、
そ
の
表
面
に
布
を
以
て
覆
う
と
し
て
も
、
直
接
、
遺
骸
を
埋
葬
す
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
た
。
処
が
池
田

Ｃ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（と

市
茶
閣
山
古
墳
か
ら
も
望
見
出
来
る
兵
庫
県
万
籠
山
古
墳
が
発
見
さ
れ
た
時
、
小
林
行
雄
、
藤
沢

一
夫
両
氏
が
、
現
地
に
赴
い
た
所
、
遺
物
は

す
で
に
取
出
さ
れ
て
は
い
た
が
、
中
凹
み
の
粘
土
棺
床
に
木
片
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
遺
存
し
た
形
跡
の
あ
る
こ
と
が
判

っ
た
ぅ
こ
の
こ
と
よ
り
中

凹
み
の
粘
土
は
、す
で
に
そ
の
本
棺
自
体
は
消
失
し
て
い
る
が
、木
棺
底
部
の
形
が
粘
土
上
に
と
ど
め

ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、粘
土
床
は
木
棺
を
安
置
す
る
た
め
の
合
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
Э
さ
ら
に
、粘

土
棺
床
上
に
残
さ
れ
た
中
凹
み
の
弧
形
を
も
と
に
し
て
木
棺
の
直
径
を
割
出
し
、大
き
さ
を
推
定
し
、

そ
れ
と
石
室
の
壁
と
の
関
係
を
求
め
、
石
室
は
木
棺
を
覆
う
た
め
の
も
の
で
あ
る
、
し
た
が
っ
て
、

石
室
の
大
き
さ
は
、
木
棺
の
大
き
さ
に
批
例
す
る
も
の
だ
と
い
う
説
を
発
表
し
た
の
で
あ

っ
神
。

試
み
に
、　
池
田
市
茶
臼
山
古
墳
の
石
室
を
、
　
代
表
的
な
古
墳
の
竪
穴
式
石
室
と
比
較
し
て
み
よ

う
。　
一
覧
表

ハ第
５
表
）
を
み
る
と
、
池
田
市
茶
臼
山
古
墳
の
石
室
長
は
、
最
も
長
い
松
林
山
古
蛛
〆

約
八
米
か
ら
、
短
い
寺
戸
大
塚
古
墳④
の
五
米
ま
で
の

一
群
の
中
で
、
ほ
ぼ
中
位
を
占
め
る
と
い
え
よ

う
。
た
だ
し
、
石
室
の
幅
と
高
さ
は
、
い
ず
れ
も
よ
く
以
た
数
値
を
示
し
て
い
る
。

第5表 前■]古 :費石室;li去 堤膜比事ヽ表 (逆仕→t)

. 
古墳名 4~l室

現 慎  長   幅   高

1池 田市 茶日山古墳  6.40 1.10 1.05
+娯 三 堂 古 墳 16.0 1 -
|万 籟 山 古 墳 6。

'5 1,10 1.0紫 金 山 古 墳  6。 9 1 ■0

1 奈良桜 井茶国山古墳  6.8  1.1 1 1・ 6
京 都 大 壕 山 古 墳  6.8 1.l i 3
長 法 寺 南 原 古 墳  5,8 1.1 .1.2
京都寺戸大塚山古墳  5.1  1   1.3
-滋 賀 瓢 筆 山 古 墳 16.8 11.3 11.15
松 林 山 古 墳  7.911.05 ■60

・八
　
茶
日
山
古
噴
に
関
す
る
諸
問
題

さ
て
次
に
粘
土
棺
床
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
坑
底
に
つ
く
ら
れ
た
粘
土
棺
床
と
石
室
壁
体
と
の

「

こ

A



奈
日
山
古
墳
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六

接
触
面
の
み
に
み
ら
れ
る
石
材
の
く
い
込
み
は
、
後
日
の
雨
水
の
侵
入
に
よ
っ
て
ふ
た
た
び
柔
く
な
っ
た
粘
土
に
、
板
石
や
バ
ラ
ス
が
く
い
こ

ん
だ
も
の
と
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
粘
土
棺
床
の
粘
上
が
設
置
さ
れ
て
、
完
全
に
乾
燥
し
き
ら
な
い
前
に
、
バ
ラ
ス
を
入
れ
、
板
石
を
積
ん
だ

こ
と
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
同
様
な
固
さ
の
粘
上
棺
床
に
対
し
て
も
、
た
い
ら
な
板
石
と
ま
る
い
バ
ラ
ス
と
は
、
直
接
、
精
上
の
単

位
面
積
に
加
え
る
圧
力
が
異
な
っ
て
く
る
。
　
そ
れ
が
板
石
よ
り
も
バ
ラ
ス
を
強
く
く
い
込
ま
せ
た
原
因
で
あ
ろ
う
。
　
粘
土
棺
床
を
切
断
し
た

際
、
特
に
感
じ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、　
精
選
さ
れ
た
粘
土
を
よ
く
混
和
し
て
、　
あ
る
程
度
、
堅
目
に
な
っ
て
か
ら
、
叩
き
し
め
な
が
ら

積
み
碇
ね
て
行
く
方
法
で
作
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
た
っ
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
に
し
て
作
ら
れ
た
精
良
な
る
青
白
色
の
粘
土
憶
床
の
上

部
に
木
棺
を
安
置
し
、
そ
の
両
側
か
ら
黄
褐
色
粘
上
を
以

っ
て
つ
め
た
こ
と
が
判

っ
た
の
で
あ
る
が
、
若
し
同
質
の
粘
土
が
用
い
ら
れ
た
時
に

は
、
ま

っ
た
く
区
別
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
、
こ
の
こ
と
か
ら
こ
こ
で
は
割
竹
形
木
棺
と
直
接
に
接
す
る
粘
土
と
、
精
良
な
る

結
土
棺
床
と
は
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

こ
の
問
題
は
、
木
棺
安
置
の
時
期
が
、
何
時
で
あ
る
か
と
い
う
点
に
結
び
つ
く
こ
と
で
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
吟
味
し
て
み
よ
う
∋

い
ま
ま
で
に
、
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
状
態
の
粘
土
棺
床
は
報
告
さ
れ
て
は
い
な
い
っ
し
か
し
、
石
室
内
部
か
ら
粘
土
棺
床
を
除
去
し
て
そ
の

０

底
蔀
を
検
し
た
も
の
と
し
て
、
滋
賀
県
安
土
瓢
筆
山
古
増
の
中
央
石
室
例
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
ま
ず
、
平
滑
な
坑
底
に
室
の
幅
と
略
ぼ
似
た
間

隔
を
置
き
両
側
に
板
石
を
敷
き
並
べ
、
丁
度
、
粘
土
棺
床
の
下
に
当
る
部
分
に
、
厚
さ
約
四
糎
の
バ
ラ
ス
を
敷
き
、
そ
の
上
部
に
は
扁
平
な
石

を
被
せ
て

一
段
と
小
高
く
し
、
そ
の
上
部
に
粘
土
棺
床
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
坑
底
の
両
側
は
験
べ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
粘
土

梅
床
の
粘
上
が
ど
の
よ
う
に
拡
が
っ
て
い
る
の
か
不
明
で
あ
る
。

ま
た
、
京
都
府
長
法
寺
南
原
古
墳
例

（第
２３
図
Ｂ
）
に
よ
れ
ば
、
板
石
を
も
っ
て
、　
周
囲
を
そ
ろ
え
た
長
方
形
の
床
を
作
り
、　
そ
の
ま
わ
り

に
砂
利
を
つ
め
て
上
部
に
粘
上
を
敦
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
粘
土
は
恐
ら
く
木
棺
側
に
つ
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
石
室
の
外
側
ま



，
韓

ヤ

鸞
翻
鶴
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茶
口
山
古
墳
に
関
す
る
諸
問
題

第 22図 神 戸 市 二 本 松 古 墳 断 面 写 真
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で
調
べ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
坑
底
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

ま
た
、
京
都
府
椿
井
大
塚
山
古
施
で
は
、
坑
底
の
地
山
の
上
に
板
石
を
床
面
の
範

囲
に
二
段
に
積
ん
で
敷
き
、
そ
の
上
に
河
原
石
と
砂
の
二
層
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
そ

の
上
に
厚
さ
二
五
糎
の
粘
上
の
平
た
い
台
が
あ

っ
て
そ
の
上
に
駿
化
鉄
を
塗
っ
て
あ

る
。
こ
れ
に
棺
が
お
か
れ
周
囲
を
粘
上
で
囲

っ
た
ら
し
い
も
の
が
石
室
の
両
端
に
値

か
遺
存
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
は
板
石
を
利
用
し
て
、
板
石
敷
き
ま
た
は
区
画
の
あ
る
棺
床
と
し
た
も
の

で
あ
る
の
で
、
明
ら
か
に
区
別
し
う
る
で
あ
ろ
う
、́

ま
た
、
粘
土
棺
床
を
作
る
か
わ
り
に
、
坑
底
の
中
央
に
粘
土
棺
床
と
同
様
な
範
囲

を
残
し
て
そ
の
外
側
を
掘
り
く
ぼ
め
、
そ
こ
に
バ
ラ
ス
を
入
れ
た
、
地
山
棺
床
と
も

よ
ぶ
べ
き
例
が
神
戸
市
会
下
山
二
本
松
古
的
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る

（第
２２
図
）０

こ
れ

に
は
正
確
な
実
測
図
は
残
さ
れ
て
な
い
の
で
、
写
真
に
よ
る
と
、
坑
底
で
石
室
底
部

に
当
る
部
分
は
掘
り
残
さ
れ
、
そ
の
ま
わ
り
に
砂
利
を
敷
き
つ
め
て
、
そ
の
砂
利
の

上
面
に
板
石
が
積
ま
れ
て
い
る
っ
こ
れ
と
類
似
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
に
、
大

阪
府
北
河
内
郡
忍
岡
古
即
例
が
挙
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、　
通
覧
し
て
み
た
場
合
、　
京
都
府
長
法
寺
南
原
古
墳

（第
２３
図
Ｂ
）
、
京
都

府
椿
井
大
塚
山
古
墳
、　
滋
賀
県
安
土
瓢
筆
山
古
墳

（第
２３
図
Ａ
）

例
等
に
み
ら
れ
る

四
七

懇



芥
田
山
古
墳
の
研
究

た
味
が
あ
り
、
そ
の
上
部
に
ト
ガ
の
巨
木
で
造

っ
た
割
竹
形
木
棺
が
遺
存
し
て
い
た
（）
こ
の
石
室
の
棺
床
の
下
の
実
体
は
い
ま
と
な
っ
て
は
判

ら
な
い
が
、
南
原
古
墳
等
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。　
第
２
類
の
も
の
は
、
　
墳
頂
か
ら
掘
り
こ
ん
だ
坑
が
地
山
に
達
し
て
い

る
場
合
に
多
く
み
ら
れ
る
が
、
第
３
類
の
場
合
に
は
墳
丘
の
ほ
と
ん
ど
が
盛
土
で
あ
る
池
田
市
茶
臼
山
古
墳
例
の
よ
う
な
場
合
に
多
い
の
で
あ

る
（
さ
て
こ
こ
で
、
そ
れ
ら
の
新
古
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

第
１
類
と
し
て
挙
げ
て
い
る

一
群
の
遺
物
を
通
鶴
し
た
場
合
、
　
竪
穴
式
石
室
群
の
う
ち
で
も
最
も
古
い
遺
物
を

合
ん
で
い
る

こ
と
に
よ
つ

て
、
古
い
も
の
と
毘
解
さ
れ
て
い
る
。
又
こ
れ
ら
の
増
丘
は
自
然
の
地
形
を
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
わ
ず
か
に
修
正
し
て
容
を
整
え
た
も
の
で
あ

捧

二

ｆ

第 23図  A.滋 賀県安土瓢塩山古墳石室根断面国
(拠滋賀県史歳調査報告第七冊)

B.京都府乙訓部長法寺市環古増石室縦断面国
(拠京都時R蹟著1ホ天然言こ念物調査報告第17冊 )

四
八

よ
う
に
、
板
石
を
並
べ
た
上
部
に
粘
土
棺
床
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
場
合

や

（
こ
れ
は
、
む
し
ろ
、
精
土
構
床
と
い
う
よ
り
も
、
木
棺
の
つ
め
粘

上
で
あ
り
、
板
石
を
並
べ
て
造

っ
た
区
画
そ
の
も
の
が
棺
床
に
当
る
も

の
で
あ
ろ
う
）
、
神
戸
市
二
本
松
古
墳
や
大
阪
府
忍
岡
古
増
等
に
み
ら

れ
る
、
地
山
を
掘
り
残
し
て
棺
台
と
し
た
地
山
棺
床
、
又
、
当
茶
臼
山

古
璃
例
の
よ
う
な
粘
上
を
積
み
上
げ
た
粘
土
棺
床
等
の
三
類
に
分
か
ち

得
る
よ
う
で
あ
る
》^

第
１
類
　
　
板
石
敦
粘
土
棺
床

第
２
類
　
　
地
山
土
粘
土
棺
床

第
３
類
　
　
粘
土
構
床

ま
た
奈
良
県
桜
井
茶
臼
山
古
墳
の
石
室
に
は
板
石
数
の
凹
形
を
な
し

ー



る
。
第
２
類
に
つ
い
て
は
、
墳
丘
は
第
１
類
と
同
様
に
地
山
を
比
較
的
よ
く
取
入
れ
て
い
る
が
、
墳
頂
に
は
二
米
未
満
程
度
の
盛
上
を
し
、
墳

頂
か
ら
墓
坑
を
掘
る
場
合
、
坑
底
は
地
山
を
少
し
堀
り
く
ば
め
た
位
置
に
お
い
て
い
る
。
第
３
類
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
盛
上
で
造
営
さ
れ
て

い
る
場
合
に
多
い
と
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
池
田
市
茶
臼
山
古
墳
例
が
含
ま
れ
る
第
３
類
は
、
第
２
類
よ
り
も
後
出
の
も
の
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

石
室
施
設
の
営
造
に
つ
か
う
労
働
量
の
推
定

こ
の
よ
う
な
構
造
を
持
つ
石
室
施
設
は
、　
一
体
、
ど
れ
だ
け
の
人
々
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
そ
の
資
料
を
実
側
図
に
も

と
づ
い
て
算
定
し
て
こ
れ
を
挙
げ
て
み
る
と

土
坑
の
上
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
四

一
立
方
米
。

石
室
の
石
材
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
丼
石
を
除
′じ

約
二
五
立
方
米
。

粘
土
棺
床
の
粘
土
　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
二

・
五
立
方
米
。

こ
れ
を
今
、
ど
れ
程
の
労
働
力
の
投
下
で
出
来
上
る
か
を
考
え
て
み
よ
う
。

現
在
の
熟
練
し
た
人
夫
が

ス
コ
ッ
プ
を
使
用
し
て
上
を
掘
り
下
げ
る
の
に
、
深
さ
約
二
米
未
満
ま
で
な
ら
ば
、　
一
日
に
約
四
立
方
米
を
掘
る

こ
と
が
で
き
る
ソ
い
ま
茶
臼
山
古
墳
の
坑
の
掘
り
方
を
み
る
と
、
決
し
て
現
在
の
人
夫
ほ
ど
上
の
掘
り
方
が
上
手
で
あ

っ
た
と
は
い
え
な
い
じ

そ
の
原
因
の

一
つ
は
土
掘
り
道
具
の
性
能
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
当
時
は

一
日
に
掘
ら
れ
る
量
も
す
く
な
か
っ
た
と
仮
定
し
て

か
り
に
約
二
立
方
米
と
推
定
し
よ
う
。
次
い
で
掘
り
出
さ
れ
た
土
を
、
か
ご
に
入
れ
て
約
二
五
米
の
距
離
に
運
ぶ
時
の
、　
一
日
の
運
搬
量
は
人

夫
の
掘
る
量
と
大
差
な
い
。
す
な
わ
ち
掘
る
も
の
と
、
運
ぶ
も
の
と
の
二
人

一
組
で

一
日
に
約
二
立
方
米
の
上
を
掘
り
搬
出
す
る
割
合
に
な
る

だ
ろ
う
．

一八
　
泰
田
山
古
墳
に
関
す
る
詰
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九



茶
日
山
古
墳
の
研
究

ま
た
、
石
室
の
石
材
、
す
な
わ
ち
板
石
や
バ
⑬

上
の
可
搬
量
も
、
約
二
立
方
米
で
あ
ろ
う
が
、

人
数
を
算
定
す
る
と

土
坑
堀
り

上

運

び

粘
土
棺
床

（
木
棺
の
す
え
つ
け
）

石
室
石
材
運
搬
、
積
み
上
げ

天
丼
石
の
運
搬

被
覆
粘
土

盛
　
　
土

計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
人

こ
の
他
に
、
木
棺
を
運
搬
す
る
人
は
別
と
し
て
も
、
雑
役
連
絡
係
が
何
人
か
い
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
す
る
と
、
延
約

一
〇
〇
人
の
人
間

が
こ
の
石
室
構
築
の
た
め
に
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。
即
ち
二
〇
人
の
人
間
が
五
日
働
け
ば
石
室
が
完
成
す
る
の
で
あ
る
。　
た
だ
し
、
　
こ
れ

は
、
石
室
に
必
要
な
構
築
資
材
が
往
復
距
離
五
〇
米
以
内
、
す
な
わ
ち
、
前
方
部
の
上
部
に
集
積
さ
れ
、
板
石
な
ど
は
、
何
時
で
も
積
め
る
よ

う
な
形
に
割
ら
れ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。

も
し
、
原
産
地
か
ら
の
石
材
運
搬
を
問
題
に
す
る
な
ら
ば
壁
体
用
板
石
は
猪
名
川
上
流
の
多
酌
か
ら
運
ば
れ
、
天
丼
石
は
六
甲
山
の
期
か
げ

五
〇

ラ
ス
の

一
日

一
人
の
可
搬
量
は
、
往
復
距
離
約
五
〇
米
で
約
二
立
方
米
で
あ
る
。
粘
土
床
の
粘

別
に
こ
れ
を
こ
ね
る
人
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
石
室
の
築
造
に
必
要
な
最
低

一
四
人

一
四
人

四
人

二
〇
人

三
〇
人

二
人

一
四
人



運
搬
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
池
田
市
茶
臼
山
古
墳
か
ら
多
田
ま
で
七
粁
、
六
甲
山
裏
ま
で

一
九
粁
の
遠
方
で
あ
る
。
し
か
し
、
竪
穴

式
∝
室
に
用
い
る
石
室
の
採
石
地
が
、
古
墳
の
所
在
地
か
ら
め
な
り
遠
く
に
求
め
ら
れ
た
実
例
は
乏
し
く
な
い
。
た
と
え
ば
、
茨
木
市
将
軍
山

古
墳
で
は
、
和
歌
山
県
紀
の
川
流
域
に
於
い
て
産
出
す
る
結
晶
片
岩
の
板
石
が
用
い
ら
れ
た
。　
ま
た
神
戸
市
二
本
松
古
墳
で
は
、　
輝
石
安
山

岩
、
石
英
斑
岩
、
花
萬
岩
等
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
輝
石
安
山
岩
は
兵
庫
県
下
に
産
せ
ず
、
石
英
斑
岩
も
神
崎
郡
笠
形
山
に
産
す
る
も
の

と
似
て
い
る
が
、
同
地
産
の
も
の
と
す
る
よ
り
も
他
地
域
産
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
く
ら
べ
る
と
、
池
田
市
茶
臼
山
古
墳
の
石
材
は
比
較
的

近
い
距
離
か
ら
運
ば
れ
た
も
の
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
築
造
時
期
も
同
じ
と
考
え
ら
れ
る
茨
木
市
将
軍
山
と
比
較
す
る
と
、
両
古

墳
の
距
離
は
さ
ほ
ど
も
離
れ
て
い
な
い
所
に
あ
り
な
が
ら
、　
一
方
で
は
附
近
か
ら
、
他
方
は

一
〇
〇
粁
も
離
れ
た
所
か
ら
運
ば
れ
る
と
い
う
現

象
は
、
石
材
の
好
み
だ
け
に
帰
せ
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
。
葺
石
の
例
で
あ
る
が
石
材
運
搬
法
と
石
材
採
集
地
と
墳
墓
と

の
関
係
を
示
す
記
事
が

『
日
本
書
紀
』
に
見
ら
れ
る
。
陸
路
を
運
ん
だ
も
の
と
し
て
倭
述
述
日
百
襲
姫
の
墳
墓
を
作
る
時
、
大
坂
山
の
石
を
人

々
が
手
め
ら
手
に
渡
し
て
は
こ
ん
だ
こ
と
、
ま
た
、
海
路
か
ら
運
ん
だ
例
と
し
て
、
か
ご
さ
か
の
王
、
お
し
く
ま
の
王
が
播
磨
の
明
石

（神
戸

市
垂
水
区
）
に
、
仲
哀
天
皇
の
陵
を
つ
く
る
と
い
っ
て
、
船
を
淡
路
島
に
わ
た
し
て
、
石
を
運
ん
だ
μ
記
し
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
。
い
ま
の

垂
水
五
色
塚
古
墳
が
そ
れ
だ
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
二
つ
の
物
語
を
通
し
て
面
白
い
こ
と
は
、　
そ
の
ど
ち
ら
も
、　
河
原
石
を
求
め
た
も
の
で
は
な
く
、　
山
石
を
採
集
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
は
、
大
坂
山
の
石
を
、
後
者
は
、
五
色
石
す
な
わ
ち
淡
路
島
の
西
海
岸
に
接
し
た
え
ず
波
浪
の
浸
蝕
を
う
け
て
い
る

山
の
山
石
が
海
岸
に
流
出
し
た
円
礫
で
あ
る
。

実
際
に
、
古
墳
の
葺
石
に
河
原
石
を
利
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
あ
き
ち
か
に
山
石
を
利
用
し
た
も
の
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
も
の

が
多
い
。
例
え
ば
、
梅
原
末
治
博
士
等
の
研
究。
に
よ
る
と
、
仁
徳
天
皇
陵
の
葺
石
は
、
石
津
川
、
大
津
川
等
か
ら
運
搬
さ
れ
た
も
の
で
、
ト
ラ

八
　
茶
国
山
古
墳
に
関
す
る
諸
問
題

五

一



ー

外
国
山
古
墳
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二

ッ
ク
で
運
ぶ
と
す
れ
ば
何
千
台
分
い
る
と
説
か
れ
て
い
る
が
、
沖
積
平
野
の
あ
い
だ
を
流
れ
る
河
に
葺
石
に
す
る
よ
う
な
石
の
流
入
は
ご
く
わ

ず
か
で
、
た
と
え
あ

っ
た
と
し
て
も
、
仁
徳
天
皇
陵
の
必
要
量
か
ら
み
れ
ば
問
題
に
な
ら
な
い
も
の
と
み
ら
れ
る
。
現
存
、
こ
の
両
川
に
あ

っ

て
は
、
ま

っ
た
く
葺
石
に
利
用
出
来
る
石
材
は
見
当
ら
な
い
。

む
し
ろ
墳
丘
を
築
造
す
る
た
め
に
、
丘
陵
を
削
り
取

っ
た
り
、
ま
た
盛
上
の
上
砂
を
採
集
し
た
際
に
、
そ
の
上
の
中
に
包
含
さ
れ
た
も
の
を

利
用
し
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
洪
積
丘
陵
中
に
含
有
す
る
石
は
河
原
石
に
類
似
す
る
も
の
が
多
い
も
の
で
あ
る
。

消
茶
臼
山
古
墳
に
あ

っ
て
も
、
墳
丘
盛
土
中
に
石
が
ま

っ
た
く
包
含
し
な
か

っ
た
こ
と
は
、
石
を
別
に
わ
け
て
葺
石
に
利
用
さ
れ
た
か
ら
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

被
葬
者
と
古
墳
築
造
の
時
期

池
田
市
茶
国
山
古
墳
で
は
坑
壁
が
約
八
五
度
の
傾
斜
を
付
け
て
掘
ら
れ
て
い
る
。
普
通
の
山
土
を
積
み
上
げ
た
時
に
出
来
る
自
然
傾
斜
面
は

約
四
五
度
で
あ
る
の
で
、
墳
丘
を
積
み
上
げ
る
時
に
、
或
る
程
度
土
が
締
ま

っ
た
と
し
て
も
、
築
成
後
た
だ
ち
に
掘
れ
ば
、
少
な
く
と
も
五
〇

度
以
上
の
傾
斜
を
つ
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
大
林
組
研
究
室
の
管
田
豊
重
氏
の
教
示
に
よ
る
と
、

「
八
〇
度

の
傾
斜
で
掘
る
た
め
に
は
、
上
を
少
し
載
せ
て
は
、
た
た
き
し
め
て
行
く
方
法
を
く
り
か
え
し
て
積
み
上
げ
な
い
か
ざ
り
は
不
可
能
で
、
他
の

方
法
な
ら
上
を
積
み
上
げ
て
か
ら
約
二
年
間
以
上
放
置
し
な
け
れ
ば
、
た
と
え
掘

っ
た
と
し
て
も
す
ぐ
に
崩
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
」
と
い
う
。

も
し
、
少
し
ず
つ
積
み
上
げ
て
た
た
き
じ
め
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
状
態
が
土
層
に
な
っ
て
現
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
石
室
の
南
側
と
東
側
を
掘
り
下

げ
て
地
層
を
検
べ
た
際
、
た
た
き
し
め
て
積
ま
れ
た
と
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
単
に
上
を
盛
上
げ
た
と
み
る
べ
き
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
石
室
が
構
築
さ
れ
る
よ
り
も
二
、
三
年
以
前
に
す
で
に
墳
頂
部
は
、
あ
る
程
度
形
成
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
当
然
、
は
じ
め
墳
丘

を
築
く
と
同
時
に
、
石
材
を
採
集
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
被
葬
者
と
な
る
べ
き
人
が
死
ん
だ
直
後
、
た
だ
ち
に
墳
丘
の



み
を
築
成
し
、
他
は
漸
次
形
成
し
て
い
く
と
い
う
方
法
を
用
い
、

『
隋
書
』
の
倭
国
伝
に
述
べ
て
い
る
よ
う
な

「
貴
人
三
年
宏
於
外
」
と
い
う

期
間
が
あ
れ
ば
埋
葬
す
る
時
に
は
墳
頂
の
盛
土
は
充
分
に
坑
を
作
る
に
た
え
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
問
題
に
な
る
の
は
歿
の
期
間
で
あ
る
。

『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
と
、　
崇
神
天
皇
か
ら
欽
明
、　
敏
達
天
皇
ま
で
の
間
に
お
い
て
、

０
」
の
期
間
に
壁
副
方
後
円
墳
が
築
造
さ
れ
て
い
た
）
、
天
皇
の
死
後
、
埋
葬
に
至
る
ま
で
三
年
を
経
過
す
る
も
の
は
安
康
天
皇

一
人
で
、
他
は
ほ
と

ん
ど

一
〇
ケ
月
前
後
で
あ
る
。
仁
徳
天
皇
陵
は
生
前
に
作
ら
れ
た
寿
陵
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
仁
徳
天
皇
の
死
後
埋
葬
ま
で
の

期
間
が
九
ケ
月
で
ぁ
り
、
っ
づ
く
履
中
、
反
正
両
天
皇
も
七
ケ
月
あ
る
い
は
九
ケ
月
で
埋
葬
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
短
期
間
中
に
、
陵
を
つ
く
り

得
た
か
ど
う
か
は
問
題
で
、
む
し
ろ
仁
徳
天
皇
陵
と
同
様
に
、
生
前
に
陵
を
作
ら
れ
た
の
が
普
通
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
見
れ
ば
、
池
田
市
茶
臼
山
古
墳
は
、
被
葬
者
に
よ
っ
て
生
前
、
或
る
段
階
ま
で
墳
形
を
と
と
の
え
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て

も
よ
い
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
だ
け
の
準
備
が
な
さ
れ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
当
然
同
時
に
石
室
構
築
に
必
要
な
資
材
は
採
集
さ
れ
、
蓄
積
さ
れ

て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
資
材
蓄
積
の
場
所
と
し
て
前
方
部
が
利
用
さ
れ
た
段
階
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
次

の
こ
と
に
よ
っ
て
も
推
察
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
石
室
の
天
丼
石
に
用
い
ら
れ
て
い
る
石
を
墳
頂
ま
で
運
び
上
げ
る
た
め
に
は
当
然
、
前
方
部
を

通
過
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
労
働
を
節
減
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
た
と
え
ば
、
も
っ
と
よ
い
例
と
し
て
奈
良
県
桜
井
茶
臼
山
古
墳
の
場
合

が
あ
る
。
古
墳
は
丘
陵
の
端
を
利
用
し
て
三
段
に
築
成
さ
れ
た
も
の
で
、
後
田
部
は
丘
陵
端
に
作
ら
れ
、
前
方
部
は
そ
の
奥
に
続
き
、
前
方
部

端
で
丘
陵
と
切
断
さ
れ
て
い
る
。
も
し
、
こ
の
墳
頂
に
、
ま
ず
天
丼
石
を
上
げ
る
こ
と
を
想
定
す
る
場
合
、
石
室
と
の
最
短
距
離
を
選
ぶ
な
ら

ば
後
円
部
の
基
底
か
ら
運
び
上
げ
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
が
ぉ
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
古
墳
の
両
側
に
入
り
こ
ん
だ
谷
間
を
さ
か
の
ぼ
り
、
ほ

ぼ
前
方
部
と
同
じ
高
さ
の
位
置
に
達
し
、
さ
ら
に
丘
陵
の
尾
根
を
つ
た
い
前
方
部
の
位
置
ま
で

一
た
ん
運
び
込
む
と
い
う
の
が
容
易
に
石
材
を

運
ぶ
方
法
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
運
び
込
ま
れ
た
古
墳
築
造
用
材
は
、
神
聖
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
，
そ
の
保
管
場
所
は
他
と
区
別
さ

八
　
茶
日
山
古
墳
に
関
す
る
諸
問
題

五
三



秦
日
山
古
増
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四

れ
ね
ば
な
ら
な
い
た
め
に
、
こ
の
と
き
丘
尾
が
切
断
さ
れ
た
も
の
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
山
頂
に
あ
る
池
田
市
茶
臼
山
古
増
や
、
奈

良
市
若
草
山
山
頂
の
鷺
塚
の
よ
う
な
高
所
ま
で
石
材
を
運
び
上
げ
る
こ
と
は
容
易
な
わ
ざ
で
は
な
い
だ
ろ
う
Ｄ
そ
れ
は
反
面
、
石
材
の
運
搬
技

術
の
あ
る
程
度
の
進
歩
を
示
す
も
の
で
あ

っ
た
か
も
知
れ
な
い
ぅ

3
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さ
て
、
そ
れ
ら
石
材
は
前
方
部
に
運
ば
れ
た
後
、
如
何
に
し
て
後
円
部
に
運
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
模
式
図
に
よ
っ
て
説
明
し
よ

う

０
中
２４
図
）
Э
墳
頂
の
坑
か
ら
排
出
さ
れ
た
土
壊
が
約
四

一
立
方
米
に
及
ぶ
こ
と
は
、　
す
で
に
述
べ
た
所
で
あ
る
が
、　
こ
れ
を
坑
の
囲
り
に

積
み
上
げ
る
な
ら
ば
、
坑
縁
に
力
が
加
わ
る
こ
と
に
な

っ
て
不
測
の
事
故
が
発
生
し
な
い
と
は
限
ら
な
い
。
む
し
ろ
こ
の
排
上
が
合
理
的
に
利

用
さ
れ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
を
墳
頂
よ
り
前
方
部
に
向
っ
て
運
び
、
そ
れ
が
通
路
に
な
る
よ
う
に
、
上
面
を
平
坦
に
し
な
が
ら
盛

っ
て
行
っ
た

も
の
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
ぅ
こ
れ
は
排
上
を
運
搬
し
放
棄
す
る
時
、
わ
ず
か
な
注
意
で
形
成
す
る
こ
と
の
出
来
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を

図
の
よ
う
に
幅
約
二
米
に
積
む
と
、
そ
の
傾
斜
角
は
約

一
〇
度
前
後
に
な
り
、
初
め
て
木
構
は
も
と
よ
り
前
方
部
に
あ
る
石
材
を
比
較
的
容
易

に
運
び
上
げ
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

石
室
部
が
完
成
し
た
後
、
通
路
に
使
わ
れ
た
土
は
再
び
運
び
上
げ
、
も

っ
て
墓
坑
の
上
面
を
方
形
に
お
お
う
の
で
あ
る
。
い
ま
こ
れ
が
坑
よ

り

一
ま
わ
り
大
き
く
約
八
平
方
米
に
積
ま
れ
た
と
し
た
ら
墓
坑
を
埋
め
得
る
ば
か
り
で
な
く
、
さ
ら
に
約
六
五
糎
の
厚
さ
で
墳
丘
上
面
を
覆
う

こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
事
実
上
の
埋
葬
は
終
る
の
で
あ
る
が
、
古
墳
の
築
造
す
べ
て
が
完
成
し
た
の
で
は
な
く
、
ま
た

一
方
に
お

い
て
最
終
的
に
墳
形
修
整
が
な
さ
れ
た
こ
と
も
当
然
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
と
き
前
方
部
は
そ
の
ま
ま
古
墳
の

一
部
と
し
て
取
入
れ
ら

れ
、
祭
壇
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
前
期
前
方
後
円
墳
の
前
方
部
の
利
用
法
で
あ
り
、
そ
の

発
生
も
こ
れ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で

一
応
こ
れ
を

一
前
方
部
資
材
置
場
説
」
と
よ
び
た
い
。

埋
葬
は
何
時
行
な
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
っ
石
室
の
構
築
が
、
さ
ほ
ど
人
手
を
必
要
と
し
な
い
と
し
て
も
、
墳
丘
の
修
整
に
は
、
か
な
り
多
く

の
人
々
の
参
加
が
必
要
で
あ

っ
た
ろ
う
。
ま
た
埋
葬
と
い
う
記
念
す
べ
き
事
業
に
参
加
さ
せ
る
た
め
に
も
‥
…
、　
一
年
を
通
じ
て
多
数
の
人
々

を

一
時
に
動
員
出
来
る
の
は
秋
の
獲
入
れ
も
す
ん
だ
農
閑
期
で
あ

っ
た
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。
さ
い
わ
い
に

『
日
本
書
紀
」
に
、
歴
代
の
天
皇

の
死
去
と
、
埋
葬
と
の
二
つ
の
時
期
が
書
い
て
あ
る
。
こ
れ
を
史
料
と
し
て
使
う
こ
と
は

一
応
問
題
が
あ
る
と
し
て
も
、
書
紀
の
編
纂
さ
れ
た

一人
　
茶
日
山
古
墳
に
関
す
る
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五



第 6表 天皇埋葬時月別表(拠 日本書紀)

茶
日
山
古
墳
の
研
究

|× 1  8ケ月
十o1 5″
×0 12″
15//

6//

9//
7//
10//

9//
36//

14//

111//

10//

2 //

22//

9//
0 //

7 //

5//
108 //

3 //

0 //

6//
14//

78//

2//

27//

崇  神
垂  仁
景  行
成  務
仲  哀
神  功
応  神
仁  徳
履  中
反  正
允  恭
安  康
雄  略
清  寧
顕  宗
仁  賢
武  烈
継  体
安  閑
宣  化
欽  明
敏  達
用  明
崇  峻
推  吉
舒  明
皇極,斉明
孝  徳
天  智
天  武

○

○

○

○

○

×

×

〇

〇

〇 ×

〇

×O

×

×

O
×

五
六

時
、
そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
傾
向

が
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
今
そ
れ
を
崇

神
天
皇
か
ら
天
智
天
皇
に
至
る
ま
で

を
表
に
し
て
示
し
て
見
よ
う
（第
６
表
）。

上
欄
に
書
か
れ
た
月
は
、

『
日
本
書

紀
』
に
現
わ
れ
て
い
る
月
で
あ

っ
て

旧
暦
で
あ
る
。

ま
ず
気
付
く
こ
と
は
崇
神
天
皇
か

ら
欽
明
天
皇
ま
で
、
そ
の
埋
葬
時
期

は
す
べ
て
秋
八
月
か
ら
冬

一
二
月
ま

で
に
限
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、

敏
達
天
皇
か
ら
天
智
天
皇
ま
で
は
季

節
的
に
制
約
は
な
く
、
ほ
ぼ
年
中
を

通
じ
て
埋
葬
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
埋
葬
時
期
の
変
化

は
、
御
陵
の
形
態
が
前
方
後
円
墳
か

ら
横
穴
式
石
室
墳
の
採
用

へ
と
進
ん

× 死亡月  ○ 埋葬月



だ
時
期
と
相
照
応
し
て
い
る
こ
と
が
注
意
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
横
穴
式
石
室
の
採
用
が
墳
丘
の
縮
少
に
進
み
労
働
力
が
前
方
後
円
墳
に
較
ベ

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

て
少
な
く
て
も
す
む
よ
う
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
秋
、
冬
の
季
節
に
埋
葬
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
単
に
労
働
力
や
宗
教
問
題
の
み
で
す
べ
て
を
解
決
す
る
事
は
出
来
な
い
。
す

な
わ
ち
埋
非
さ
れ
た

一
〇
、　
一
一
月
は
季
節
的
に
み
て

一
年
を
通
じ
て
最
も
雨
量
の
少
な
い
時
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
た
と
え
、
坑
の

下
底
部
が
地
山
を
穿
つ
ほ
ど
盛
上
が
深
く
な
い
と
し
て
も
、
盛
土
に
約
八
五
度
の
傾
斜
を
以

っ
て
掘
り
こ
ん
だ
時
、
雨
が
降

っ
た
り
す
れ
ば
直

ち
に
鴨
れ
る
可
能
性
が
非
常
に
多
く
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
坑
を
掘
る
に
つ
い
て
も
、　
一
年
を
通
し
て
適
当
に
上
が
乾
燥
し
て
い
る
こ
と
も
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
従

っ
て
埋
葬
が
、
秋
、
冬
に

行
な
わ
れ
た
こ
と
に
は
、
技
術
的
な
面
か
ら
の
制
約
も
否
定
す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
れ
は
、
後
に
横
穴
式
石
室
を
採
用
す
る
に
及
ん
で

一

年
間
を
通
じ
て
何
時
で
も
埋
葬
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
に
も
思
い
合
わ
せ
る
な
ら
ば
理
解
出
来
る
だ
ろ
う
。

註
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
』
第
３６
巻
第
３
号
）

①
　
梅
原
末
治

「摂
津
万
鞭
山
古
墳
」

（
一
日
本
古
文
化
研
究
所
報
告
』
４
）
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
辰
馬
悦
蔵

・
吉
井
太
郎

・
渡
辺
多
仲

「会
下
山
二
本
松
古
墳
」

（
「ｖ兵
庫
県
報

②
　
藤
沢

一
夫
氏
の
教
示
に
よ
る
ソ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
告
』
第
５
）

③
　
小
林
行
雄

「
竪
穴
式
石
室
構
造
考
」

（
「
紀
元
二
千
六
百
年
記
４
一
史
学
論
文
　
　
　
　
　
⑩
　
梅
原
末
治

「河
内
四
条
畷
村
忍
岡
古
墳
」
（
『
日
本
古
文
化
研
究
所
報
告
』
４
）

集
』
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
中
村
春
寿

・
上
田
宏
範

「桜
井
茶
口
山
古
墳
」

（
ョ
奈
良
県
報
告
書
』
第
１９

①
　
後
藤
守

一
・
内
藤
政
光

・
高
橋
勇

『
静
岡
県
磐
田
郡
松
林
山
古
墳
発
掘
調
査
報
　
　
　
　
　
　
冊
）

告
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
第

一
次
発
掘
調
査
の
際
、
そ
の
中
頃
に
一
週
間
調
査
を
休
上
し
た
。
そ
の
間
、

③
　
梅
原
末
治

「
乙
訓
郡
寺
戸
大
塚
古
墳
」

（
『
京
器
府
報
告
」
第
２．
冊
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
莱
等
が
無
断
で
浸
入
、
石
室
を
実
測
し
、
さ
ら
に
棺
床
の
板
石
を
め
く
り
、
そ

③
　
梅
原
末
治

「安
土
村
瓢
筆
山
古
墳
」

（
『
滋
賀
県
報
告
』
第
７
冊
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
下
を
掘
り
お
こ
し
た
た
め
調
査
は
不
可
能
に
な
っ
た
．
そ
の
こ
と
は
報
告
書
の

○
　
梅
原
末
治

「
乙
訓
村
長
法
寺
南
原
古
墳
の
調
査
」

（
『
京
都
府
報
告
』
第
Ｗ
　
　
　
　
　
　
図
版
の
写
真
と
実
測
図
を
比
較
す
る
と
明
白
で
あ
る
。

―ｌｌｉ
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
こ
れ
ら
の
数
値
は
現
在
の
土
木
工
事
の
標
４
見
積
で
あ
る
。

①
　
樋
口
隆
康

「山
城
国
相
楽
郡
亜
麗
村
椿
井
大
塚
山
古
墳
調
査
略
報
」

（
『
史
　
　
　
　
　
①
　
古
く
か
ら
多
田
銀
山
を
も
っ
て
有
名
．

八
　
茶
日
山
古
墳
に
関
す
る
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七



茶
日
山
吉
墳
の
研
究

⑮
　
花
闘
岩
の
産
地
。

⑮
　
小
林
行
雄

「
茨
木
市
将
軍
山
古
墳
調
査
概
報
」
３
日
本
考
古
学
協
会
第
Ｗ
回
研

究
発
表
要
旨
し

五
八

〇
　
梅
原
末
治

「
応
神

・
仁
徳
履
中
三
天
皇
陵
の
規
模
と
営
造
」

（
『
書
陵
部
紀

要
』
第
５
号
）

①
　
い
づ
れ
稿
を
改
め
て
論
述
す
る
予
定
で
あ
る
。

お

わ

に

以
上
の
記
述
に
よ
っ
て
、
こ
の
吉
墳
は
前
期
古
墳
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
前
期
古
墳
に
あ
っ
て
も
後
出
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知

ら

れ

た

こ
と

で
あ

ろ

う

。

そ
の
こ
と
は
、
ま
た
、
古
墳
封
土
中
に
発
見
さ
れ
た
埴
輸
円
筒
棺
の
出
現
に
よ
っ
て
も
考
え
ら
れ
る
。
埴
輪
円
筒
棺
は
、
し
ば
し
ば
、
単
独

で
出
土
す
る
こ
と
は
、
奈
良
県
天
理
市
襟
本
東
大
寺
山
古
蛛
ば
等
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
し
か
し
古
墳
の
封
土
中
若
し
く
は
、
そ
の
周
辺
に
埋

め
ら
れ
て
い
る
例
が
多
い
の
で
あ
る
。
今
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
を
挙
げ
て
見
る
と
、

兵
庫
県
明
石
郡
伊
川
谷
村
白
水
薬
師
山
古
鞄

鳥
取
県
岩
美
郡
米
里
村
六
部
山
古
酌

奈
良
県
奈
良
市
不
退
寺
裏
山
古
鞄

奈
良
県
北
葛
城
郡
河
合
村
倉
塚
古
駒

愛
知
県
幡
豆
郡
吉
良
町
岩
場
古
的

静
岡
県
磐
田
市
堂
山
古
範
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十
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Ｌ
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等
が
あ
る
。
以
上
の
諸
例
の
古
墳
は
、
い
ず
れ
も
中
期
古
墳
に
属
す
る
も
の
で
前
期
古
墳
を
含
ま
な
い
。

埴
輸
円
筒
棺
が
そ
も
そ
も
古
墳
に
何
時
埋
葬
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
。

も
と
も
と
前
期
古
墳
は
普
通

一
人
だ
け
の
た
め
に
作
ら
れ
た
の
こ
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
後
で

一
人
二
人
と
追
葬
さ
れ
た
例
が
多
い
。
た

と
え
、
そ
れ
が
初
め
の
被
葬
者
と
較
べ
た
ら
若
干
見
お
と
り
の
す
る
棺
で
あ

っ
て
も
立
派
な
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
血
縁
的
な
関
係
を
強
い

て
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。
古
代
に
お
い
て
世
襲
制
の
確
立
が
古
墳
を
築
く
力
に
な

っ
た
と
す
る
小
林
行
雄
氏
の
考
え
方
―こ
（ド
が
え
ば
ヽ

当
然
古
墳
の
被
葬
者
の
子
孫
の
何
代
か
が
い
る
は
ず
で
あ
る
。
円
筒
棺
の
規
模
は
小
さ
い
か
ら

一
般
的
な
葬
法
と
み
ら
れ
る
べ
き
で
、
古
墳
の

被
葬
者
と
は
何
の
関
係
も
な
く
埋
葬
さ
れ
る
こ
と
は
、
社
会
的
な
変
動
が
あ

っ
て
古
墳
を
守
る
人
々
が
移
動
し
な
い
限
り
、
肖
然
許
さ
れ
る
べ

く
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
を
い
ま
埴
輪
円
筒
棺
の
埋
葬
位
置
の
面
か
ら
み
る
と
、
池
田
市
茶
臼
山
古
墳
例
で
は
、
後
田
部
を
取
巻
く
よ
う
に
あ
り
、
奈
史
県
倉
塚

古
墳
例
で
は
、
古
墳
の
濠
の
外
堤
に
あ
る
円
筒
埴
輪
列
中
に
配
置
さ
れ
て
い
た
状
態
、
等
々
で
主
従
関
係
に
あ

っ
た
も
の
と

一
応
考
え
ら
れ
な

い
だ
ろ
う
か
、
し
か
も
殉
死
し
た
も
の
で
は
な
く
し
て
追
葬
さ
れ
た
人
々
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

埴
輪
円
筒
棺
が
、
も
し
五
世
紀
に
盛
行
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
池
田
市
茶
臼
山
古
墳
の
被
葬
者
も
他
資
料
か
ら
推
さ
れ
る
よ
う

に
、
五
世
紀
に
程
遠
か
ら
ぬ
四
世
紀
後
半
に
比
定
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
か
と
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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③
　
梅
原
末
治

「
因
伯
二
国
に
於
け
る
吉
墳
の
調
査
」

（
『
鳥
取
県
報
告
』
２
）

①
　
奈
良
県
襟
本
東
大
寺
山
古
墳
を
奈
良
県
教
育
委
員
会
で
調
査
し
た
際
、
東
側
の
　
　
　
　
　
①
　
伊
達
宗
泰

「
不
退
寺
裏
山
古
墳
」

（
『
奈
良
県
抄
報
』
１０
）

丘
陵
地
帯
で
多
数
検
出
さ
れ
た
。

②
　
直
良
信
夫

「
埴
輪
円
筒
の
合
口
権
」

（
『
近
畿
古
文
化
叢
考
』
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
奈
良
県
教
育
委
員
会

「
奈
良
県
文
化
財
要
覧
」

九
　
お
　
わ
　
り
　
に

五
九



⑦ ⑥

茶
臼
山
古
墳
の
研
究

久
永
春
男
他

「
岩
場
古
墳
」

（
『
吉
良
町
史
料
』
）
愛

「
静
岡
県
の
遺
跡
」

（
『
静
岡
県
史
』
１
）

六
〇

①
　
小
林
行
雄

「吉
墳
の
発
生
の
歴
史
的
意
義
」

（
『
史
林
』
第
３８
巻
第
１
号
）
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